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外
国
人
登
録
令
と
在
日
朝
鮮
人
団
体

―
登
録
実
施
過
程
を
中
心
に
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一
、
問
題
の
所
在

本
稿
の
課
題
は
、
外
国
人
登
録
令
（
以
下
、
外
登
令
）
公
布
・
施
行
後
の
登
録
実
施
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
内
務
省
と
在
日
朝
鮮
人
諸
団
体
と
の
交
渉
過
程
に
注
目
し
、

一
九
四
七
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た
外
国
人
登
録
の
歴
史
的
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

一
九
四
七
年
五
月
二
日
に
勅
令
第
二
〇
七
号
と
し
て
公
布
・
施
行
さ
れ
た
外
登
令
は
、
現
行
の
外
国
人
登
録
法
と
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
起
源
に
位
置
す
る
、

敗
戦
後
日
本
初
の
外
国
人
「
管
理
」
法
令
で
あ
る
。
ま
た
「
解
放
」
後
の
在
日
朝
鮮
人
史
に
お
い
て
も
、
外
登
令
が
主
と
し
て
在
日
朝
鮮
人
を
念
頭
に
お
い
て
制
定
さ
れ

外
国
人
登
録
令
施
行
（
一
九
四
七
年
五
月
二
日
）
に
対
す
る
在
日
朝
鮮
人
諸
団
体
の
対
応
に
つ
い
て
、
登
録
実
施
後
の
内
務
省
と
の
交
渉
に
注
目
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
朝
連
は
登
録
実
施
が
外
国
人
た
る
地
位
の
承
認
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
朝
連
作
成
の
戸
籍
簿
に
基
づ
い
た
一
括
登
録
、
提
示
請
求
権
の
濫
用
禁
止
、

正
当
な
外
国
人
待
遇
、
警
官
不
介
在
、「
無
籍
者
」
の
う
ち
一
部
の
軍
人
軍
属
等
の
被
徴
用
者
の
在
留
権
承
認
、
写
真
費
用
の
負
担
を
条
件
に
登
録
へ
の
協
力
を
受
諾
し
た
。

し
か
し
内
務
省
の
外
登
令
制
定
の
目
的
は
「
密
入
国
者
」
の
取
締
に
あ
り
、
外
登
令
に
よ
り
法
的
地
位
が
変
動
す
る
と
も
考
え
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
朝
連
は
外
登
令
へ
の
批

判
を
強
め
条
文
修
正
を
求
め
る
。
だ
が
民
団
の
登
録
協
力
表
明
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
介
入
も
影
響
し
て
、
最
終
的
に
朝
連
側
の
条
件
に
沿
っ
た
内
容
の
覚
書
を
内
務
省
と
交
わ
し
条
件

付
で
登
録
の
実
施
に
至
っ
た
。
登
録
実
施
は
朝
連
・
内
務
省
双
方
の
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
四
七
年
外
登
令
の
特
殊
な
あ
り
方
は
、
四
九
年
一
二
月
の
外
国
人

登
録
令
改
定
で
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

論
文
要
旨
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た
こ
と
も
あ
り
、
通
史
的
記
述
の
な
か
で
は
常
に
言
及
さ
れ
る
な
ど
、
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
（
以
下
、
朝
連
）、
在
日
本

朝
鮮
居
留
民
団
（
以
下
、
民
団
）、
朝
鮮
建
国
促
進
青
年
同
盟
（
建
青
）
な
ど
の
在
日
朝
鮮
人
団
体
が
外
登
令
施
行
後
の
登
録
実
施
に
い
か
に
対
応
し
た
の
か
に
つ
い
て
は

い
ま
だ
研
究
が
少
な
く
、
実
態
が
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

外
登
令
に
つ
い
て
は
、
内
務
省
の
行
政
文
書
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書
を
駆
使
し
て
そ
の
制
定
・
改
定
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
大
沼
保
昭
の
先
駆
的
な
研
究
が
あ
る
。

た
だ
、
大
沼
の
研
究
は
日
本
政
府
と
占
領
当
局
の
交
渉
に
焦
点
が
絞
ら
れ
た
た
め
、
朝
鮮
人
団
体
と
の
交
渉
過
程
や
そ
こ
で
の
論
点
に
つ
い
て
は
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な

い
。
在
日
朝
鮮
人
団
体
の
動
向
に
言
及
し
た
近
年
の
研
究
と
し
て
は
金
太
基
と
鄭
祐
宗
の
研
究
が
あ
り
、
金
太
基
は
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
、
内
務
省
に
加
え
、
在
日
朝
鮮
人
団
体
の

動
向
を
整
理
し
、
朝
連
の
中
央
総
本
部
と
地
方
本
部
の
外
登
令
へ
の
対
応
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
重
要
な
論
点
を
提
起
し
た
。
し
か
し
、
史
料
上
の
制
約
も
あ
っ
て
十
分
に
実

態
を
明
ら
か
に
し
え
た
と
は
言
い
が
た
く
、
ま
た
中
央
／
地
方
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
首
肯
し
が
た
い
点
が
あ
る
。
鄭
祐
宗
の
研
究
は
、
大
阪
府
の
「
朝
鮮
人
登

録
」
か
ら
外
国
人
登
録
令
施
行
へ
の
過
程
を
朝
鮮
人
団
体
の
動
向
も
視
野
に
収
め
な
が
ら
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
研
究
で
あ
る
が
、
地
域
的
に
大
阪
に
限
定
さ
れ
た
研
究

で
あ
る
た
め
、
全
国
的
な
動
向
を
充
分
に
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
た
め
大
阪
に
お
け
る
登
録
の
運
用
に
つ
い
て
も
若
干
な
が
ら
不
正
確
な
把
握
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
政
府
と
り
わ
け
主
管
官
庁
の
内
務
省
と
登
録
対
象
で
あ
る
在
日
朝
鮮
人
の
民
族
団
体
の
交
渉
の
実
態
は
、
研
究
の
空
白
部
分
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
背
景
に
は
日
本
政
府
と
在
日
朝
鮮
人
諸
団
体
の
史
料
の
不
足
が
あ
る
。
本
稿
で
は
先
行
研
究
が
用
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
文
書
に
加
え
、
日
本
側
行
政
文
書
と
し

て
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
公
開
さ
れ
た
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
の
『
外
国
人
登
録
例
規
通
牒
綴　

其
ノ
一　

自
昭
和
二
十
二
年
至
昭
和
二
十
四
年
』（
京
都
府
総
務
部

渉
外
課
）
を
は
じ
め
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
歴
史
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
『
昭
和
二
十
二
年
度
以
降 

渉
外
関
係
書
類
』（
高
根
村
須
走
村
組
合
役
場
）、
そ
し
て
山

梨
県
立
図
書
館
所
蔵
の
『
外
国
人
登
録
関
係
』
の
う
ち
『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
に
金
浩
氏
が
転
載
し
た
史
料
を
用
い
る
。
ま
た
、
在
日
朝
鮮
人
側
の
史
料
と
し
て
は
朴

慶
植
氏
旧
蔵
の
新
聞
や
会
議
議
事
録
に
加
え
ゴ
ー
ド
ン
・
Ｗ
・
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
占
領
期
検
閲
新
聞
雑
誌
中
の
在
日
朝
鮮
人
発
行
の
新
聞
・
雑
誌
を
用
い
る
。

前
述
の
通
り
外
登
令
は
敗
戦
後
日
本
の
入
管
法
制
の
起
源
に
あ
た
る
た
め
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
日
本
政
府
と
在
日
朝
鮮
人
団
体
が
い
か
な
る
対
応
を
し
た
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
、
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
本
論
中
で
も
言
及
す
る
と
お
り
登
録
実
施
を
め
ぐ
る
交
渉
過
程
で
は
そ
の
後
の
日
韓

会
談
で
論
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
論
点
が
先
取
り
さ
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
日
韓
会
談
の
「
前
史
」
と
し
て
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
研
究
課
題
と
い
え
る
。

最
後
に
、
本
稿
が
外
国
人
登
録
の
実
施
4

4

過
程
に
着
目
す
る
理
由
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。
本
論
中
で
も
述
べ
る
通
り
、
外
登
令
は
朝
鮮
人
団
体
と
の
事
前
協
議
無

し
に
制
定
さ
れ
た
た
め
、朝
鮮
人
団
体
に
と
っ
て
こ
の
公
布
・
施
行
は
青
天
の
霹
靂
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
人
団
体
は
五
月
二
日
の
公
布
施
行
後
、極
め
て
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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ル
の
中
で
こ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
た
だ
、
一
方
で
内
務
省
に
は
朝
鮮
人
団
体
の
協
力
な
く
し
て
外
国
人
登
録
を
実
施
で
き
る
ほ
ど
の
力
は
無
く
、
協
力

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
四
七
年
五
月
の
外
国
人
登
録
令
施
行
か
ら
八
月
末
ま
で
の
間
、
内
務
省
・
都
道
府
県
と
朝
鮮
人
団
体
の
間
で
は
、
外
国
人

登
録
の
実
施
を
め
ぐ
る
交
渉
が
行
わ
れ
る
。
外
登
令
に
対
す
る
在
日
朝
鮮
人
諸
団
体
の
対
応
を
見
る
た
め
に
は
、
一
九
四
七
年
五
月
か
ら
八
月
末
ま
で
の
交
渉
過
程
を
対

象
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
本
稿
で
は
、
一
九
四
七
年
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
外
国
人
登
録
実
施
に
つ
い
て
、
特
に
日
本
政
府
と
在
日
朝
鮮
人
諸
団
体
の
交
渉
過
程
に

注
目
し
て
検
討
し
た
い
。二

、
外
国
人
登
録
令
公
布
直
後
の
内
務
省
と
朝
鮮
人
団
体
の
交
渉
（
一
九
四
七
年
五
―
六
月
）

外
登
令
の
制
定
作
業
は
一
九
四
六
年
末
頃
に
始
ま
る
。
内
務
省
調
査
局
第
四
課
長
・
秦
重
徳
の
指
示
の
も
と
、
同
課
の
三
宅
芳
郎
を
中
心
に
警
保
局
公
安
課
の
安
岡
孝
、

民
事
局
の
担
当
者
の
協
力
を
得
て
外
登
令
が
立
案
さ
れ
る
。
内
務
省
の
外
登
令
立
案
の
目
的
は
、「
密
入
国
」
取
締
の
た
め
の
朝
鮮
人
の
登
録
に
あ
っ
た
。
当
時
、
同
様
の

関
心
か
ら
大
阪
府
が
四
六
年
一
一
月
に
「
密
入
国
朝
鮮
人
」
の
摘
発
と
送
還
の
た
め
所
轄
警
察
署
へ
の
登
録
を
義
務
付
け
る
「
大
阪
府
朝
鮮
人
登
録
条
例
」
を
制
度
を
実

施
し
て
い
た
。
だ
が
内
務
省
は
朝
鮮
人
の
み
を
対
象
と
す
る
法
令
で
は
総
司
令
部
の
承
認
を
得
ら
れ
な
い
と
考
え
、
総
司
令
部
が
発
し
た
覚
書
を
根
拠
に
、
外
国
人
一
般

の
登
録
法
と
し
て
立
案
し
、
四
七
年
五
月
二
日
に
勅
令
第
二
〇
七
号
と
し
て
「
外
国
人
登
録
令
」
を
制
定
・
公
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
一
）
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
の
対
応

一
九
四
七
年
五
月
二
日
の
外
登
令
公
布
施
行
後
、
内
務
省
と
朝
連
・
民
団
・
建
青
の
接
触
が
始
ま
る
が
、
朝
鮮
人
団
体
と
内
務
省
の
接
触
を
史
料
上
確
認
で
き
る
も
っ

と
も
早
い
日
付
は
五
月
六
日
で
あ
る
。
内
務
省
調
査
局
作
成
の
「
中
国
僑
務
及
び
朝
鮮
人
団
体
と
の
交
渉
記
録
」（
以
下
、「
交
渉
記
録
」）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
、
朝
連
外

務
部
次
長
・
趙
承
福
が
内
務
省
を
訪
ね
、
内
務
省
調
査
局
第
四
課
の
三
宅
事
務
官
が
応
対
し
た
。
趙
次
長
は
「
外
国
人
登
録
の
こ
と
が
新
聞
に
出
た
の
で
お
伺
い
し
た
」
と

述
べ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
朝
連
が
外
登
令
公
布
後
に
同
令
の
存
在
を
知
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
趙
は
「
今
度
の
登
録
は
朝
鮮
人
及
び
台
湾
人
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の

外
国
人
が
対
象
に
な
っ
て
お
り
又
、
市
町
村
が
登
録
機
関
に
な
っ
て
お
る
の
で
結
構
で
あ
る
が
、
大
阪
の
登
録
で
も
趣
旨
は
立
派
で
あ
っ
た
が
実
施
方
法
が
拙
か
っ
た
の

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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で
非
常
に
感
情
的
に
な
っ
た
」
と
実
施
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
希
望
す
る
旨
を
伝
え
た
。

そ
の
後
、
朝
連
で
は
五
月
一
五
、一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
十
回
中
央
委
員
会
で
外
登
令
問
題
に
関
す
る
議
論
が
行
な
わ
れ
た
。
朝
連
中
央
総
本
部
（
以
下
、
中
総
）
は

外
登
令
に
つ
い
て
「
あ
ら
ゆ
る
外
国
人
に
対
し
て
〔
登
録
を
：
引
用
者
注
〕
行
う
な
ら
ば
拒
否
す
る
理
由
が
無
い
。
七
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
る
の
で
、
交
渉
に
充
分
な

期
間
が
あ
る
」
と
し
、
差
当
り
は
交
渉
し
て
要
求
を
伝
え
る
こ
と
に
す
る
と
説
明
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
姜
希
守
中
央
委
員
は
「
外
国
人
登
録
令
は
わ
れ
わ
れ
を
侮
辱

し
て
い
る
。
表
面
は
外
国
人
の
保
証
だ
が
、
根
本
は
大
阪
居
証
と
何
ら
差
が
な
い
。
外
国
人
登
録
証
と
い
い
な
が
ら
、
該
当
者
の
諒
解
も
無
く
一
方
的
に
決
定
し
た
の
は

矛
盾
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
反
対
の
為
の
反
対
を
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
正
当
な
案
を
当
局
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
外
国
人
と
し
て
の
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
か
ら
、

外
国
人
と
し
て
の
特
権
を
要
求
す
る
の
が
正
し
い
」
と
批
判
し
た
。
ま
た
、
金
正
煥
中
央
委
員
も
「『
当
分
の
間
外
国
人
云
々
』
と
あ
る
の
を
見
て
も
、
反
動
的
陰
謀
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
無
条
件
服
従
は
反
対
で
あ
る
」
と
の
意
見
を
表
明
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
総
外
務
部
の
申
鴻
湜
は
「
登
録
令
が
保
護
と
取
締
の
両
面
を
兼
備
し
て

い
る
の
は
事
実
で
あ
る
」
と
答
え
た
。
結
果
、
外
登
令
へ
の
対
応
は
朝
連
中
総
常
任
委
員
会
に
一
任
さ
れ
た
。

中
央
委
員
会
の
議
論
か
ら
は
、当
事
者
を
無
視
し
て
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
と
、第
十
一
条
の
規
定
へ
の
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
外
登
令
第
十
一
条
は「
台

湾
人
の
う
ち
内
務
大
臣
の
定
め
る
も
の
及
び
朝
鮮
人
は
、こ
の
勅
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、当
分
の
間
、こ
れ
を
外
国
人
と
み
な
す
」と
し
朝
鮮
人
を
適
用
対
象
に
含
め
た
が
、

こ
の
よ
う
な
「
み
な
し
規
定
」
が
設
け
ら
れ
た
背
景
に
は
、日
本
政
府
の
「
外
地
」
に
対
す
る
主
権
に
関
す
る
解
釈
が
あ
る
。
敗
戦
後
の
日
本
政
府
は
、朝
鮮
や
台
湾
と
い
っ

た
「
外
地
」
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
も
拘
ら
ず
、
対
日
講
和
条
約
の
発
効
ま
で
は
日
本
の
主
権
下
に
あ
る
と
の
解
釈
を
採
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
も
こ
れ
を
容
認
し
た
。
実
際
、

外
登
令
施
行
規
則
の
第
一
条
は
外
登
令
の
「
本
邦
中
除
外
す
る
地
域
」
と
し
て
朝
鮮
、
台
湾
、
関
東
州
な
ど
の
日
本
の
旧
植
民
地
を
挙
げ
て
お
り
、「
本
邦
」
に
朝
鮮
等
の

旧
植
民
地
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
朝
鮮
人
は
講
和
条
約
発
効
ま
で
は
「
外
国
人
」
で
は
な
い
、と
い
う
こ
と
に
な
り
、事
実
、

内
務
省
は
第
十
一
条
に
つ
い
て
「
朝
鮮
人
、
台
湾
人
の
本
籍
に
つ
い
て
は
講
和
条
約
に
お
い
て
処
理
せ
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
っ
て
、
現
在
は
か
れ
ら
が
日
本
人
で
あ
る

こ
と
に
疑
〔
い
：
筆
者
注
〕
は
な
い
」
と
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
外
登
令
第
十
一
条
は
、
在
日
朝
鮮
人
が
い
ま
だ
に
「
日
本
人
」
で
あ
る
と
い
う
従
来
の
日
本
政
府

の
立
場
を
崩
さ
ず
、
か
つ
登
録
義
務
や
義
務
違
反
者
へ
の
罰
則
に
つ
い
て
は
「
外
国
人
」
と
し
て
こ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
金
正
煥
中
央
委

員
の
危
惧
す
る
と
お
り
、
日
本
政
府
に
と
っ
て
大
変
都
合
の
い
い
規
定
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
朝
連
中
総
は
こ
の
中
央
委
員
会
以
降
も
原
則
と
し
て
登
録
に
協
力
す
る
立
場
を
維
持
し
、
交
渉
に
よ
る
外
登
令
運
用
の
改
善
を
追
求
す
る
。
五
月
三
〇
日
、
今

度
は
内
務
省
調
査
局
第
四
課
の
秦
重
徳
課
長
、三
宅
事
務
官
ら
四
名
が
朝
連
中
総
に
外
登
令
の
趣
旨
説
明
と
協
力
要
請
に
訪
れ
た
。
中
総
の
申
鴻
湜
外
務
部
長
は
「
外
国
人

（
7
）

（
8
）

（
9
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の
登
録
は
ど
こ
の
国
で
も
や
る
こ
と
だ
し
、
こ
の
程
度
の
も
の
は
原
則
と
し
て
当
然
だ
と
思
う
」
と
登
録
自
体
に
は
応
じ
る
姿
勢
を
示
し
、
登
録
実
施
上
の
問
題
と
し
て
、

朝
鮮
人
の
「
密
入
国
者
」
に
つ
い
て
朝
連
と
し
て
は
庇
わ
な
い
こ
と
、
登
録
に
際
し
て
は
朝
連
支
部
と
連
絡
を
と
っ
て
実
施
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
第
十
条
の
呈
示
請
求

権
に
つ
い
て
濫
用
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
「
法
文
化
し
な
い
で
当
方
と
の
諒
解
事
項
と
し
て
お
か
れ
た
い
」
と
要
望
、
こ
れ
に
秦
課
長
は
「
濫
用
し
な
い
よ
う
に
十
分
注

意
す
る
」
と
回
答
し
た
。

さ
ら
に
、
申
鴻
湜
外
務
部
長
は
「
米
穀
通
帳
そ
の
他
日
本
側
の
公
的
帳
簿
に
載
っ
て
い
な
い
」「
無
籍
者
」
の
う
ち
、「（
1
）
戦
時
中
内
地
か
ら
徴
兵
さ
れ
終
戦
後
一
律

に
朝
鮮
へ
復
員
帰
還
せ
し
め
ら
れ
た
が
家
族
が
内
地
に
い
る
の
で
渡
航
し
て
来
た
も
の
、（
2
）
戦
時
中
徴
用
先
の
鉱
山
、
工
場
等
か
ら
仕
事
が
苦
し
く
て
逃
亡
し
た
も
の

3
、
終
戦
時
偶
々
〔
墓
参
等
の
た
め
〕
一
時
朝
鮮
に
帰
っ
て
い
た
も
の
」
に
つ
い
て
は
「
そ
の
旨
の
証
明
が
あ
れ
ば
、
こ
の
際
そ
の
居
住
を
正
常
化
し
て
や
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
」
と
提
案
し
た
。

こ
れ
に
対
し
秦
課
長
は
、「
不
法
入
国
者
」
に
つ
い
て
①
一
九
四
七
年
五
月
二
日
以
降
の
無
許
可
入
国
者
（
外
登
令
上
の
「
不
法
入
国
者
」）、
②
一
九
四
六
年
六
月
一
二

日
以
降
の
無
許
可
入
国
者
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
覚
書
に
よ
る
「
不
法
入
国
者
」）、
③
一
九
四
六
年
三
月
一
六
日
以
降
の
「
計
画
輸
送
」
に
よ
る
帰
還
者
の
う
ち
の
無
許
可
入
国
者

で
あ
る
と
説
明
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
「
無
籍
者
」
は
「
不
法
入
国
者
」
に
は
あ
た
ら
な
い
、
と
し
た
。

朝
連
中
総
は
改
め
て
要
求
条
件
を
ま
と
め
、
六
月
五
日
に
以
下
の
六
項
目
を
内
務
省
に
提
示
し
た
。

　

一
、
我
々
朝
連
が
既
に
作
成
し
て
い
る
戸
籍
登
録
簿
に
従
い
、
自
主
的
に
一
括
的
に
〔
二
字
不
明
〕
実
施
す
る
こ
と

　

二
、
人
権
の
蹂
躙
と
不
必
要
な
自
由
拘
束
の
憂
慮
が
内
包
さ
れ
て
い
る
第
十
条
呈
示
請
求
権
が
濫
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

　

三
、
外
国
人
と
し
て
の
正
当
な
一
般
的
処
遇
を
保
障
す
る
こ
と

　

四
、
警
官
は
一
切
介
在
し
な
い
こ
と

　

五
、
無
籍
者
取
扱
に
あ
っ
て
は
左
に
該
当
す
る
者
に
限
っ
て
朝
連
が
確
認
す
る
証
明
に
依
り
、
そ
の
登
録
を
正
当
化
す
る
こ
と

　
　

1
．
密
入
国
者
中
、
軍
人
軍
属
等
と
し
て
南
方
方
面
に
行
き
現
地
よ
り
直
接
朝
鮮
に
送
還
さ
れ
、
家
族
家
事
整
理
の
た
め
密
航
し
た
者

　
　

2
．
戦
時
中
日
本
内
で
軍
人
軍
属
徴
用
さ
れ
た
が
、
脱
出
し
た
者

　

六
、
写
真
添
付
は
成
年
者
か
ら
と
し
、
公
定
価
で
経
済
的
便
利
を
図
る
こ
と

以
上
の
交
渉
過
程
と
「
六
項
目
」
の
要
求
を
み
る
と
、
朝
連
中
総
は
原
則
と
し
て
登
録
に
応
じ
る
が
、
①
朝
連
作
成
の
戸
籍
簿
に
よ
る
一
括
登
録
、
②
第
十
条
の
外
国

（
11
）
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人
登
録
証
明
書
呈
示
請
求
権
の
濫
用
防
止
と
警
官
不
介
在
、
③
外
国
人
と
し
て
の
正
当
な
処
遇
、
④
「
無
籍
者
」
の
取
扱
、
⑤
写
真
添
付
年
齢
と
費
用
の
問
題
に
つ
い
て

交
渉
を
行
な
お
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
指
紋
押
捺
制
度
は
こ
の
時
点
で
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。

六
月
一
一
日
、
朝
連
外
務
部
の
李
錫
寅
委
員
が
内
務
省
を
訪
れ
、「
常
務
委
員
会
」
の
決
定
案
を
示
し
た
。「
交
渉
記
録
」
に
は
決
定
案
の
中
身
へ
の
言
及
は
な
い
が
、

お
そ
ら
く
六
月
五
日
の
六
項
目
が
示
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
李
委
員
は
大
阪
の
居
住
証
明
や
協
和
会
手
帳
と
今
般
の
登
録
を
関
連
し
て
考
え
る
者
が
い
る
た
め
、「
登

録
事
務
は
連
盟
に
委
託
し
て
や
ら
せ
て
ほ
し
い
、
こ
う
す
る
の
が
最
も
実
行
容
易
で
あ
る
」
と
、
重
ね
て
朝
連
に
よ
る
登
録
を
求
め
た
が
、
三
宅
事
務
官
は
登
録
を
市
区

町
村
で
行
い
朝
連
側
は
「
世
話
人
」
と
い
う
形
で
加
わ
る
と
の
案
を
提
案
、
李
委
員
は
こ
れ
を
持
ち
帰
っ
た
。

翌
六
月
一
二
日
、
朝
連
中
総
の
姜
希
守
外
務
部
長
が
内
務
省
を
訪
れ
、
最
終
的
に
事
務
所
は
市
区
役
所
・
町
村
役
場
と
し
必
要
に
応
じ
て
朝
鮮
人
団
体
は
「
世
話
人
」

と
し
て
人
を
出
し
て
協
力
す
る
、
と
い
う
線
で
決
着
し
た
。

内
務
省
は
こ
れ
を
う
け
て
、
四
七
年
六
月
一
四
日
に
各
都
道
府
県
知
事
宛
に
通
牒
を
発
し
「
外
国
人
団
体
と
密
接
な
連
絡
」
を
取
っ
て
登
録
業
務
を
遂
行
す
る
よ
う
指

示
し
た
。
一
方
、朝
連
中
総
も
六
月
一
六
日
に
各
地
方
本
部
委
員
長
に
対
し「
日
本
市
区
町
村
当
局
と
の
相
互
協
力
」に
よ
り「
注
意
事
項
を
充
分
参
し
ゃ
く
し
て
円
満
遂
行
」

す
る
よ
う
通
達
を
発
し
た
。
さ
ら
に
、
中
総
の
白
武
情
報
部
長
は
六
月
一
九
日
、
各
新
聞
紙
上
で
外
登
令
問
題
に
関
す
る
談
話
を
発
表
、
各
県
本
部
は
県
当
局
と
実
施
日
以

前
に
協
議
す
る
こ
と
、
災
害
、
移
転
、
引
揚
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
証
明
書
類
を
持
た
な
い
者
の
取
扱
に
つ
い
て
は
慎
重
に
し
、
当
局
の
担
当
者
と
協
議
し
て
お
く
こ
と
、

登
録
証
に
貼
り
付
け
る
写
真
に
つ
い
て
は
フ
ィ
ル
ム
な
ど
の
資
材
の
配
給
を
受
け
る
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
「
朝
連
が
登
録
令
に
協
力
す
る
の
は
外
国
人
と
し
て
の
正
当

な
処
置
が
保
障
さ
れ
る
と
の
前
提
の
下
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
各
自
外
国
人
と
し
て
の
キ
ン
持
〔
マ
マ
〕
を
高
め
る
よ
う
努
力
」
す
る
こ
と
の
四
点
を

指
示
し
た
。
こ
う
し
て
登
録
実
施
交
渉
の
舞
台
は
各
地
方
本
部
へ
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
二
）
朝
連
の
戸
籍
簿
作
成
と
「
不
法
入
国
」
問
題

「
六
項
目
」
の
う
ち
「
朝
連
作
成
の
戸
籍
簿
」
と
「
不
法
入
国
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
若
干
の
説
明
を
要
す
る
。
一
九
四
七
年
六
月
二
一
日
付
の
「
外
国
人
登
録
事
務
取

扱
要
領
」
は
「
令
第
十
一
条
第
一
項
の
『
朝
鮮
人
』
は
朝
鮮
戸
籍
令
の
適
用
を
受
け
る
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
」
と
定
め
た
。
す
な
わ
ち
、
外
国
人
登
録
上
の
「
朝
鮮
人
」

か
ど
う
か
の
判
断
指
標
に
は
植
民
地
期
の
朝
鮮
戸
籍
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
人
男
性
の
「
家
」
に
「
入
籍
」
し
た
朝
鮮
人
女
性
、
婚
家
の
婿

養
子
と
な
っ
た
朝
鮮
人
男
性
、あ
る
い
は
日
本
人
の
「
家
」
に
養
子
に
入
っ
た
朝
鮮
人
は
外
登
令
上
の
「
朝
鮮
人
」
か
ら
は
除
外
さ
れ
た
。
逆
に
、朝
鮮
人
男
性
に
「
入
籍
」

（
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し
た
日
本
人
女
性
は
外
登
令
の
い
う
「
朝
鮮
人
」
と
さ
れ
た
。
内
務
省
は
、
仮
に
夫
が
朝
鮮
へ
帰
り
戻
っ
て
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
、
朝
鮮
人
男
性
に
「
入
籍
」

し
、内
地
の
戸
籍
か
ら
除
籍
さ
れ
た
日
本
人
女
性
は
外
国
人
登
録
を
要
す
る
と
の
見
解
を
示
し
て
お
り
、婚
姻
の
実
態
と
は
無
関
係
に
適
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。「
台
湾
人
」

の
場
合
、
外
登
令
施
行
規
則
第
十
条
は
「
台
湾
人
で
本
邦
外
に
あ
る
も
の
及
び
本
邦
に
在
る
台
湾
人
で
中
華
民
国
駐
日
代
表
団
か
ら
登
録
証
明
書
の
発
給
を
受
け
た
者
の

う
ち
、
令
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
」
を
外
登
令
第
十
一
条
の
「
台
湾
人
」
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
中
華
民
国
駐
日
代
表
団
の
証
明
が
介
在
し
て
い
る
が
、「
朝

鮮
人
」
の
場
合
、
植
民
地
期
の
戸
籍
の
み
が
基
準
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
で
は
「
解
放
」
直
後
の
大
規
模
な
人
口
移
動
の
結
果
、
戸
籍
令
―
寄
留
届
の
記
載
と
実
態
が
著
し
く
乖
離
し
て
お
り
、
帰
還
や
そ
れ
に
伴
う
移
動
が

甚
だ
し
か
っ
た
在
日
朝
鮮
人
の
場
合
も
、
同
様
の
状
況
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

在
日
朝
鮮
人
団
体
は
こ
う
し
た
な
か
自
主
的
に
戸
籍
を
作
成
し
よ
う
と
試
み
た
。
朝
連
で
は
第
七
回
中
央
委
員
会
（
四
六
年
八
月
二
―
四
日
）
の
席
上
、
兵
庫
県
代
表

提
案
の
「
戸
籍
簿
設
置
の
件
」
を
可
決
、
全
国
の
各
本
部
・
支
部
を
通
じ
て
四
七
年
二
月
一
日
現
在
の
朝
鮮
人
戸
籍
簿
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
朝
連

下
関
支
部
が
戸
籍
簿
作
成
に
取
り
掛
か
っ
た
と
の
記
事
が
あ
り
、
ま
た
、
朝
連
福
岡
県
本
部
で
も
戸
籍
部
を
新
設
し
、
在
日
朝
鮮
人
の
戸
籍
事
務
を
取
扱
い
四
七
年
三
月
一

日
か
ら
「
在
日
同
胞
の
村
役
場
に
ふ
さ
わ
し
く
日
本
側
市
町
村
と
緊
密
な
連
絡
の
も
と
に
戸
籍
事
務
を
整
備
し
国
交
再
開
に
応
ず
る
万
全
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
」

と
い
う
。
同
本
部
は
「
結
婚
、出
生
、し
〔
マ
マ
〕
亡
届
な
ど
戸
籍
上
の
諸
届
類
は
連
盟
側
の
証
明
な
死
〔
マ
マ
〕
で
は
日
本
側
と
し
て
も
絶
対
に
受
付
け
な
い
立
前
と
な
っ

て
お
り
帰
国
に
際
し
て
も
連
盟
戸
籍
簿
に
登
録
さ
れ
て
な
い
在
住
者
は
そ
の
帰
国
も
不
可
能
視
さ
れ
る
現
状
」
で
あ
る
た
め
、至
急
申
告
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま

た
、
復
員
局
福
岡
地
方
世
話
部
鮮
台
課
に
到
着
し
た
朝
鮮
人
特
別
志
願
兵
の
遺
骨
九
百
柱
に
つ
い
て
、
遺
家
族
の
現
住
所
の
判
明
し
な
い
者
が
多
く
、
同
課
に
保
管
さ
れ

た
ま
ま
宙
に
迷
っ
て
い
る
た
め
、
朝
連
県
本
部
が
「
復
員
世
話
部
を
設
置
し
て
世
話
部
提
供
の
戦
時
名
簿
に
よ
り
復
員
、
未
復
員
、
戦
傷
、
戦
没
に
分
類
し
現
在
五
千
名

分
の
整
理
を
終
っ
て
い
る
」
と
の
記
事
が
あ
る
。

な
お
、
建
青
も
四
七
年
五
月
に
は
戸
籍
簿
作
成
に
乗
り
出
し
て
、
建
青
中
総
社
会
部
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
終
戦
後
在
日
同
胞
は
出
生
届
・
死
亡
届
・
婚
姻
届
な
ど

戸
籍
上
の
諸
手
続
を
要
す
る
場
合
に
も
届
先
が
な
い
」
た
め
と
説
明
し
た
。
本
籍
地
に
身
分
関
係
の
変
動
を
届
出
る
た
め
の
公
的
な
通
路
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
、そ
し

て
朝
連
や
建
青
が
そ
の
事
務
を
担
お
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
朝
連
は
こ
う
し
て
作
成
し
た
戸
籍
簿
を
外
国
人
登
録
に
利
用
す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。

次
に
「
不
法
入
国
」
の
問
題
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
外
登
令
第
三
条
は
「
外
国
人
は
、
当
分
の
間
、
本
邦
（
内
務
大
臣
の
指
定
す
る
地
域
を
除
く
。
以
下
こ
れ
に
同
じ
。）

に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
て
原
則
と
し
て
外
国
人
の
日
本
入
国
を
禁
じ
、
違
反
者
に
は
地
方
長
官
が
退
去
を
命
令
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
内
務
省
は
外
国
人
登
録

（
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令
の
目
的
と
し
て
、
①
外
国
人
の
「
合
法
的
入
国
」
の
確
認
と
「
不
法
入
国
者
」
の
選
別
、
②
外
国
人
の
権
利
保
護
と
「
不
法
行
為
」
防
遏
を
挙
げ
て
お
り
、
外
登
令
の

公
式
の
目
的
で
あ
っ
た
。
だ
が
、「
解
放
」
を
迎
え
朝
鮮
へ
の
帰
還
し
た
在
日
朝
鮮
人
の
な
か
に
は
、
様
々
な
事
情
に
よ
り
日
本
へ
と
再
渡
航
す
る
者
た
ち
が
一
九
四
六
年

以
降
増
え
始
め
る
。

朝
連
中
総
は
こ
う
し
た
人
々
の
う
ち
「
軍
人
軍
属
等
と
し
て
南
方
方
面
に
行
き
現
地
よ
り
直
接
朝
鮮
に
送
還
さ
れ
、
家
族
家
事
整
理
の
た
め
密
航
し
た
者
」
と
「
戦
時

中
日
本
内
で
軍
人
軍
属
徴
用
さ
れ
た
が
、
脱
出
し
た
者
」
に
限
り
、
そ
の
在
留
を
合
法
化
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
内
務
省
は
「
不
正
入
国
者
」
の
あ
ぶ
り
だ
し

を
外
登
令
の
第
一
の
目
的
に
据
え
た
が
、
朝
連
は
そ
の
判
断
を
朝
連
側
に
任
せ
る
よ
う
要
求
し
た
と
も
い
え
る
。
後
の
朝
連
近
畿
地
方
協
議
会
で
も
「
無
籍
者
の
実
態
を

充
分
に
調
査
し
て
可
否
を
決
す
る
こ
と
で
あ
り
、
無
責
任
な
証
明
は
徹
底
し
て
排
除
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
第
二
項
、
第
四
項
で
登
録
へ
の
警
察

権
力
の
介
入
の
禁
止
を
求
め
た
の
は
、
こ
う
し
た
朝
連
に
よ
る
自
主
的
な
登
録
と
申
請
の
承
認
を
裏
側
か
ら
担
保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
時
点
で

の
朝
連
中
総
の
要
求
に
は
条
文
の
訂
正
要
求
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
外
登
令
の
枠
内
で
の
条
件
闘
争
を
展
開
し
た
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
在
日
本
朝
鮮
居
留
民
団
・
朝
鮮
建
国
促
進
青
年
同
盟
の
対
応

次
に
民
団
・
建
青
の
対
応
を
見
よ
う
。「
交
渉
記
録
」
に
よ
り
確
認
で
き
る
建
青
と
内
務
省
の
最
初
の
接
触
は
四
七
年
五
月
三
〇
日
で
あ
る
。
内
務
省
調
査
局
よ
り
秦
第

四
課
長
以
下
三
名
が
建
青
中
総
を
訪
ね
、
建
青
側
は
洪
賢
基
委
員
長
ら
が
応
対
し
た
。
建
青
側
は
、
在
日
朝
鮮
人
の
な
か
に
は
外
国
人
登
録
を
「
協
和
会
手
帳
」
と
同
様

の
も
の
と
考
え
て
い
る
者
も
い
る
た
め
「
誤
解
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
十
分
趣
旨
を
喧
伝
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
原
則
と
し
て
登
録
に
協
力
す
る
旨
伝
え
た
が
、
他
方

で
建
青
外
務
部
康
委
員
は
外
登
令
第
十
二
条
の
刑
罰
と
第
十
三
条
の
退
去
強
制
は
二
重
に
罰
す
る
の
か
と
問
い
、
三
宅
事
務
官
は
二
重
に
課
す
こ
と
が
あ
り
う
る
と
答
え

て
い
る
。

翌
五
月
三
一
日
、
秦
課
長
ら
は
民
団
中
総
を
訪
ね
協
力
を
求
め
た
。
民
団
中
総
の
金
進
重
渉
外
部
長
は
協
力
に
応
じ
た
が
、
生
野
支
部
長
か
ら
「
従
来
居
る
も
の
は
一

応
認
め
て
貰
え
ぬ
か
。
そ
れ
を
認
め
て
く
れ
な
い
と
協
力
で
き
な
い
。
例
え
ば
一
家
引
揚
げ
る
積
り
で
先
家
族
を
朝
鮮
に
帰
し
た
が
船
便
が
絶
え
た
た
め
こ
ち
ら
か
ら
も

帰
れ
ず
向
う
か
ら
も
戻
れ
な
い
う
ち
に
先
に
行
っ
た
家
族
は
持
っ
て
行
っ
た
金
を
使
い
果
た
し
て
生
活
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
内
地
へ
密
航
し
て
来
た
よ
う
な
場
合
は
ど

う
か
」
と
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
は
民
団
・
建
青
も
共
に
登
録
へ
の
協
力
意
志
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
六
月
六
日
の
内
務
省
木
村
嘱
託
の
民
団
中
総
訪
問
の
際
、

（
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）

（
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朴
烈
団
長
は
登
録
問
題
に
つ
い
て
以
下
の
通
り
述
べ
た
と
あ
る
。

　

 
1
、
登
録
は
当
方
で
実
施
し
、
日
本
側
に
提
出
諒
解
を
求
め
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
の
に
却
っ
て
日
本
側
に
お
い
て
実
施
し
協
力
を
求
め
ら
れ
た
の
は
恐
縮
に

堪
え
な
い
。
我
々
は
全
面
的
に
協
力
す
る
。

　

 

2
、自
分
個
人
と
し
て
は
、日
本
の
再
建
に
協
力
し
得
る
者
又
は
産
業
方
面
に
お
い
て
（
労
働
者
と
し
て
）
日
本
側
に
尽
力
で
き
る
者
以
外
は
朝
鮮
に
帰
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

 

2
〔
マ
マ
〕、
日
本
と
朝
鮮
は
従
来
の
感
情
を
ふ
り
す
て
て
相
提
携
し
な
け
れ
ば
亡
び
る
。
日
本
は
敗
れ
た
が
、
兄
で
あ
る
か
ら
我
々
は
弟
分
と
し
て
朝
鮮
を
立
派
に

建
国
し
て
日
本
の
再
建
に
尽
力
し
た
い
。

内
務
省
側
の
記
録
で
あ
る
た
め
、
慎
重
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
事
実
と
す
る
な
ら
ば
日
本
を
「
兄
」
と
呼
び
、「
日
本
の
再
建
に
協
力
し
得
る
者
」
以
外
は

「
朝
鮮
に
帰
し
た
い
」
と
す
る
朴
烈
団
長
の
意
見
は
、
植
民
地
期
の
支
配
―
被
支
配
の
関
係
性
を
意
識
の
上
で
も
払
拭
し
え
て
い
な
い
発
言
と
い
え
る
。

ま
た
、
同
日
金
進
重
渉
外
部
長
が
内
務
省
を
訪
ね
、
登
録
申
請
の
際
の
「
正
当
居
住
者
の
証
拠
」
と
し
て
民
団
章
を
公
認
す
る
よ
う
求
め
た
。

以
上
が
「
交
渉
記
録
」
に
よ
る
経
過
で
あ
る
。
民
団
・
建
青
中
総
の
い
ず
れ
も
積
極
的
に
登
録
す
る
意
志
表
示
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
民
団
側
史
料
で
は
若

干
異
な
る
事
実
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
民
団
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
民
団
は
六
月
二
日
の
第
二
回
中
央
議
事
会
に
お
い
て
全
議
員
一
致
で
外
登
令
反
対
を
可
決
し
、
六
月
九
日

の
第
三
回
中
央
委
員
会
で
は
「
外
国
人
登
録
自
体
が
如
何
な
る
性
質
か
不
明
瞭
な
る
こ
と
と
、
日
本
勅
令
に
依
る
も
の
な
る
故
意
見
沸
騰
し
、
態
度
決
定
困
難
」
と
な
り
、

中
総
渉
外
部
の
金
進
重
を
は
じ
め
、
朴
魯
禎
、
金
鍾
在
、
金
煕
明
の
四
名
を
交
渉
委
員
に
選
出
し
て
民
団
外
国
人
登
録
問
題
委
員
会
を
構
成
、
当
局
と
交
渉
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
民
団
外
国
人
登
録
問
題
委
員
会
は
六
月
一
六
日
、
外
登
令
に
関
す
る
逐
条
的
批
判
を
発
表
、
以
下
の
五
項
目
を
要
求
し
た
。

　

一
、
国
際
観
念
に
基
い
た
正
し
き
外
国
人
登
録
令
を
要
求
す
る
。

　

二
、
朝
鮮
人
の
登
録
は
、
朝
鮮
人
団
体
に
一
任
し
、
連
合
国
最
高
司
令
部
に
直
接
報
告
制
と
為
す
こ
と
を
要
求
す
。

　

三
、
日
本
政
府
は
朝
鮮
人
に
対
し
、
外
国
人
と
し
て
総
て
の
待
遇
を
為
す
こ
と
を
要
求
す
。

　

四
、
日
本
政
府
は
朝
鮮
人
の
生
命
財
産
を
保
障
し
、
以
て
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
を
要
求
す
。

　

五
、
世
界
平
和
樹
立
の
為
、
朝
鮮
人
に
対
す
る
正
し
き
認
識
を
日
本
国
民
に
徹
底
的
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

こ
れ
が
事
実
な
ら
ば
朝
連
と
は
対
照
的
に
民
団
は
外
登
令
そ
の
も
の
に
反
対
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
同
内
容
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
宛
書
簡
で
「
Ａ
Ｇ
５
３

（
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）

（
31
）

（
32
）



126

に
よ
る
国
際
観
念
に
立
脚
し
た
正
当
な
外
国
人
登
録
令
を
要
求
す
る
」
と
記
し
て
お
り
、
民
団
の
い
う
「
正
し
き
外
国
人
登
録
令
」
と
は
四
六
年
四
月
二
日
付
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｎ
―
八
五
二
「
日
本
に
お
け
る
非
日
本
人
の
入
国
及
び
登
録
に
関
す
る
総
司
令
部
覚
書
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
―
八
五
二
は
日

本
に
入
国
し
た
「
非
日
本
人
」
の
内
務
省
へ
の

4

4

4

4

4

登
録
と
、
内
務
省
の
そ
れ
に
対
す
る
「
身
分
証
明
書
そ
の
他
日
本
国
内
居
住
を
合
法
化
す
る
に
必
要
な
書
類
」
の
交
付
を

命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
民
団
は
第
二
項
で
総
司
令
部
へ
の
「
直
接
報
告
制
」
を
求
め
て
い
る
か
ら
、
こ
の
覚
書
を
参
照
し
た
の
は
罰
則
が
無
く
、「
居
住
を
合
法
化
」
す
る

と
い
う
点
に
着
目
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
日
本
政
府
に
対
す
る
要
求
で
あ
る
第
三
項
で
は
朝
鮮
人
を
「
非
日
本
人
」「
第
三
国
人
」
と
呼
称
し
、「
外
国
人
待
遇
」
か
ら

除
外
し
た
こ
と
を
批
判
、
第
四
項
で
は
日
本
官
憲
が
「
し
ば
し
ば
朝
鮮
人
打
殺
、
飢
殺
等
の
事
件
発
生
に
対
し
日
本
政
府
は
責
任
を
取
ら
ず
、
例
え
ば
一
部
に
殺
人
犯
人

が
日
本
人
で
あ
っ
た
場
合
に
於
て
警
察
当
局
は
証
拠
不
十
分
と
か
捜
索
不
能
と
か
で
日
本
人
の
犯
人
を
逃
げ
さ
せ
た
行
為
等
は
、
専
ら
朝
鮮
人
の
生
命
を
保
障
せ
ざ
る
も

の
」
と
補
足
し
て
い
る
。
六
月
中
旬
現
在
の
民
団
外
国
人
登
録
問
題
委
員
会
の
主
張
の
核
心
は
、
日
本
の
勅
令
た
る
外
登
令
の
拒
否
と
、
朝
鮮
人
団
体
に
よ
る
占
領
当
局

へ
の
直
接
登
録
、
そ
し
て
そ
れ
に
基
い
た
日
本
政
府
の
朝
鮮
人
に
対
す
る
「
外
国
人
待
遇
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
、
外
登
令
に
賛
成
し
つ
つ
も
、
条
件
闘
争

を
展
開
し
た
朝
連
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

建
青
も
少
な
く
と
も
中
央
レ
ベ
ル
で
は
民
団
と
行
動
を
共
に
し
て
お
り
、
朝
連
尼
崎
支
部
、
建
青
尼
崎
支
部
、
兵
庫
県
調
査
課
長
に
よ
り
六
月
二
七
日
に
尼
崎
で
持
た

れ
た
外
国
人
登
録
問
題
に
関
す
る
懇
談
会
で
も
、
原
則
賛
成
の
立
場
で
条
件
闘
争
を
す
る
朝
連
に
対
し
、
建
青
側
は
「
今
般
の
日
本
政
府
政
令
に
不
賛
成
」
と
し
、「
朝
鮮

人
の
登
録
は
朝
鮮
人
に
一
任
し
、
連
合
軍
最
高
司
令
部
に
直
接
報
告
す
る
」
こ
と
を
求
め
、
中
総
の
対
総
司
令
部
交
渉
に
決
着
が
着
く
ま
で
は
態
度
を
保
留
す
る
と
い
う

見
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
民
団
の
態
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
内
務
省
の
秦
第
四
課
長
は
「
神
奈
川
県
団
長
を
し
て
い
る
国
際
新
聞
の
朴
魯
禎
氏
の
政
治
的
野
心
か
ら
出
た
反
対
に
リ
ー

ド
さ
れ
、
且
反
対
派
た
る
朝
連
が
協
力
的
態
度
に
出
た
の
で
こ
れ
に
反
対
す
る
必
要
上
登
録
反
対
の
挙
動
に
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
推
測
し
て
い
る
。

（
四
）
内
務
省
調
査
局
「
外
国
人
登
録
事
務
取
扱
要
領
」

朝
連
中
総
と
内
務
省
は
こ
う
し
て
ひ
と
ま
ず
登
録
実
施
に
あ
た
っ
て
の
「
合
意
」
に
達
し
た
。
し
か
し
、
内
務
省
は
朝
連
中
総
の
要
求
を
実
際
に
は
ど
の
程
度
受
け
容

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
朝
連
中
総
に
よ
れ
ば
、「
六
項
目
」
に
対
し
内
務
省
は
「
一
項
は
公
式
的
に
指
令
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
双
方
の
下
部
よ
り
技
術
的
に
行
え

る
よ
う
指
示
し
、
規
則
ど
お
り
干
渉
し
な
い
」
と
し
、「
二
項
は
注
意
す
る
と
い
う
言
明
で
、
正
式
の
解
決
は
な
」
く
、
三
項
は
解
決
、「
四
、五
項
は
貫
徹
さ
れ
、
六
項
の

（
33
）

（
34
）

（
35
）
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写
真
添
付
の
年
齢
は
十
四
歳
未
満
は
添
付
し
な
い
こ
と
で
解
決
し
た
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、朝
連
の
戸
籍
簿
に
よ
る
自
主
・
一
括
申
請
に
つ
い
て
は
指
令
は
し
な
い
が
「
技

術
的
」
に
行
う
よ
う
指
示
し
、第
十
条
問
題
は
未
解
決
、警
官
不
介
在
と
無
籍
者
取
扱
に
つ
い
て
は
朝
連
の
要
求
が
承
認
さ
れ
、写
真
は
十
四
歳
以
上
の
み
添
付
と
な
っ
た
、

と
朝
連
中
総
側
は
理
解
し
、「
合
意
」
に
至
っ
た
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、「
交
渉
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
内
務
省
官
吏
の
朝
連
訪
問
は
六
月
六
日
で
あ
り
、
第
一
項
の
朝
連
作

成
の
戸
籍
簿
を
市
町
村
に
移
牒
す
る
こ
と
で
登
録
と
す
る
と
の
朝
連
案
に
つ
い
て
、
内
務
省
の
木
村
嘱
託
が
「
勿
論
で
き
な
い
」
と
答
え
た
と
あ
る
）。

し
か
し
、
当
時
の
内
務
省
の
文
書
を
み
る
と
、
朝
連
の
評
価
は
楽
観
的
に
過
ぎ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
四
七
年
六
月
二
一
日
付
で
内
務
省
調
査
局
が
各
都
道
府
県

に
送
付
し
た
「
外
国
人
登
録
事
務
取
扱
要
領
」（
以
下
、「
要
領
」）
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
第
一
項
の
自
主
・
一
括
申
請
に
つ
い
て
、「
要
領
」
は
「
申
請
義
務
者
自
ら
写
真
二
葉
携
行
の
上
、
市
（
区
）
町
村
事
務
所
に
出
頭
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
。

こ
れ
は
特
に
幽
霊
人
口
の
登
録
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
懸
念
の
な
い
と
き
は
つ
と
め
て
相
手
方
の
便
宜
に
取
計
う
の
が
よ
い
」
と
し
て
い
る
。
実
は
六

月
一
四
日
付
の
内
務
省
調
査
局
通
達
で
も
、「
登
録
は
、
原
則
と
し
て
申
請
義
務
者
が
写
真
持
参
の
上
、
市
（
区
）
町
村
役
場
で
個
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
さ
れ
て
い
た
。
原
則
個
人
申
請
と
し
つ
つ
も
、「
こ
の
懸
念
の
な
い
と
き
は
つ
と
め
て
相
手
方
の
便
宜
に
取
計
う
」
と
い
う
部
分
が
、
内
務
省
が
朝
連
中
総
に
説
明

し
た
「
技
術
的
に
行
え
る
よ
う
指
示
」
し
た
部
分
に
あ
た
る
と
い
え
る
。

だ
が
、
朝
連
中
総
が
「
解
決
」
し
た
と
記
し
た
第
三
項
に
つ
い
て
特
に
記
述
は
無
く
、「
貫
徹
」
さ
れ
た
と
み
た
第
四
、五
項
に
つ
い
て
も
内
務
省
が
登
録
申
請
の
際
の

参
考
書
類
と
し
て
認
め
た
の
は
「
旅
行
券
、
国
籍
証
明
書
、
米
穀
通
帳
」
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
な
る
べ
く
事
前
の
戸
口
調
査
等
を
周
密
に
し
実
体
的
真
実
を
捕
捉
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
実
際
問
題
と
し
て
窓
口
で
は
申
請
書
の
形
式
的
点
検
、
旅
行
券
、
国
籍
証
明
書
、
米
穀
通
帳
そ
の
他
参
考
書
類
と
の

照
合
、
写
真
と
本
人
と
の
対
照
（
こ
れ
が
重
要
で
あ
る
）
等
に
よ
り
形
式
的
な
真
実
性
を
具
備
す
れ
ば
満
足
す
る
の
外
は
な
い
」
と
し
て
お
り
、
逆
に
い
え
ば
可
能
な
ら

ば
警
察
に
よ
る
戸
口
調
査
を
実
施
せ
よ
と
の
指
示
と
も
読
め
る
。
つ
ま
り
、
第
四
項
が
「
貫
徹
」
さ
れ
た
と
は
言
い
が
た
い
の
で
あ
る
。

「
要
領
」
は
「
外
国
人
団
体
、
特
に
朝
鮮
人
団
体
に
お
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
の
要
求
を
し
て
く
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
登
録
の
真
正
と
い
う
こ
と
さ
え
確
保
で
き
れ
ば

そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
先
方
の
要
求
を
い
れ
る
等
便
宜
を
取
計
ら
い
登
録
の
円
満
実
施
で
き
る
よ
う
に
著
意
す
る
こ
と
」
と
指
示
し
て
お
り
、
あ
る
程
度

の
「
便
宜
」
を
計
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
が
、
原
則
と
し
て
は
当
局
側
で
「
登
録
の
真
正
」
を
確
保
し
、
朝
連
に
よ
る
証
明
を
承
認
し
な
い
立
場
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き

だ
ろ
う
。
ま
た
第
六
項
の
写
真
に
つ
い
て
は
「
十
四
歳
未
満
の
者
に
つ
い
て
は
当
分
の
間
こ
れ
を
猶
予
す
る
こ
と
」
が
指
示
さ
れ
て
お
り
、
朝
連
中
総
の
い
う
「
成
年
者
」

は
後
述
す
る
よ
う
に
一
九
歳
以
上
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
相
当
な
ズ
レ
が
あ
る
。

（
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つ
ま
り
、
朝
連
中
総
は
大
枠
で
は
内
務
省
が
自
ら
の
要
求
を
受
け
容
れ
た
と
見
た
が
、
実
際
に
内
務
省
が
各
都
道
府
県
に
指
示
し
た
事
務
取
扱
要
領
に
は
ほ
と
ん
ど
朝

連
中
総
の
要
求
は
容
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
中
総
が
強
く
禁
じ
た
戸
口
調
査
実
施
も
示
唆
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
地
方
に
お
け
る
外
登
令
交
渉
は
強
い
抵
抗
に
直

面
す
る
こ
と
に
な
る
。

三
、
交
渉
か
ら
闘
争
へ
（
一
九
四
七
年
七
月
）

（
一
）
各
地
方
で
の
交
渉

外
登
令
の
交
渉
は
各
地
方
本
部
と
都
道
府
県
（
市
町
村
）
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、
中
央
レ
ベ
ル
の
「
合
意
」
以
前
に
地
方
で
の
交
渉
が
無
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
五
月
末
頃
、
朝
連
山
口
県
本
部
は
下
関
警
察
署
、
市
役
所
当
局
と
交
渉
し
た
が
、
こ
こ
で
は
「
非
密
航
者
」
の
う
ち
、
都
会
地
転
入
抑
制
に
よ
り
下
関
市

に
転
入
で
き
ず
、
米
穀
通
帳
や
そ
の
他
の
食
糧
配
給
通
帳
を
得
ら
れ
な
い
者
ら
に
対
す
る
通
帳
交
付
を
求
め
た
。
当
時
、
食
糧
事
情
悪
化
に
伴
う
「
都
会
地
転
入
抑
制
緊
急

措
置
令
」（
勅
令
第
一
二
六
号
、
四
六
年
三
月
九
日
）
に
よ
り
東
京
、
神
奈
川
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
な
ど
の
大
都
市
へ
の
「
転
入
」
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

他
の
地
域
か
ら
こ
れ
ら
の
都
市
に
移
っ
た
者
は
食
糧
配
給
通
帳
を
取
得
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
朝
鮮
人
「
無
籍
者
」
た
ち
は
証
明
書
類
を
所
持
し
て

い
な
い
事
実
の
み
を
も
っ
て
「
不
法
入
国
者
」
と
疑
わ
れ
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
。
下
関
も
「
転
入
抑
制
」
の
対
象
に
含
ま
れ
て
お
り
、朝
連
山
口
県
本
部
は
こ
う
し
た
事

態
を
踏
ま
え
て
通
帳
交
付
を
求
め
た
も
の
と
い
え
る
。

ま
た
、
神
奈
川
で
は
六
月
三
日
に
朝
連
、
民
青
、
建
青
、
民
団
各
団
体
代
表
と
県
調
査
課
が
懇
談
会
を
開
催
、
六
月
九
日
に
も
四
団
体
で
「
外
国
人
登
録
問
題
に
関
す
る

各
団
体
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
外
国
人
登
録
令
対
策
委
員
会
を
構
成
す
る
こ
と
に
決
定
、
以
下
の
四
項
目
を
県
当
局
に
提
示
し
た
。

　

一
、  

同
令
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
忠
実
な
る
実
践
を
目
的
と
し
昨
年
四
月
公
布
の
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｑ
・
Ａ
・
Ｇ
第
五
三
号
指
令
に
拠
る
も
の
に
し
て
即
時
外
国
人
と
し
て
の

正
当
な
る
権
利
を
付
与
す
る
な
ら
ば
わ
れ
ら
は
同
令
実
施
に
協
力
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

二
、  

同
令
施
行
の
場
合
は
連
記
の
有
力
な
る
各
朝
鮮
人
団
体
に
お
い
て
在
留
朝
鮮
人
名
簿
を
作
成
し
管
掌
事
務
所
に
提
出
こ
れ
を
基
準
と
す
る
こ
と

　

三
、  

現
在
々
留
し
て
い
る
全
朝
鮮
人
を
本
籍
者
と
認
め
る
こ
と
。

　

四
、  

同
令
及
施
行
規
則
中
適
宜
、
文
句
と
内
容
に
つ
き
適
宜
添
削
を
す
る
こ
と
を
得
る
こ
と
、
特
に
官
憲
の
権
利
乱
用
と
彼
我
の
摩
擦
を
さ
け
る
た
め
登
録
証
提
示

（
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に
関
す
る
部
分
を
慎
重
に
考
慮
す
る
こ
と
。

こ
の
四
項
目
の
要
求
は
、
全
朝
鮮
人
を
本
籍
者
と
認
め
る
こ
と
を
求
め
た
点
で
朝
連
中
総
提
示
の
六
項
目
よ
り
包
括
的
に
朝
鮮
人
の
在
留
権
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
お

り
、
ま
た
、
神
奈
川
の
場
合
、
朝
連
・
民
青
の
み
な
ら
ず
、
民
団
・
建
青
も
加
わ
り
共
同
で
対
策
委
員
会
を
構
成
し
て
い
る
点
が
特
色
と
い
え
る
。

次
に
朝
連
・
内
務
省
の
「
合
意
」
後
の
交
渉
を
み
よ
う
。
新
聞
史
料
か
ら
、
地
方
レ
ベ
ル
で
「
合
意
」
に
至
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
三
重
、
鳥
取
、
岐
阜
、

長
野
の
四
県
に
留
ま
る
（【
表
一
】
参
照
）。
四
県
の
「
合
意
」
事
項
を
み
る
と
、
第
一
に
全
県
に
共
通
し
て
い
る
の
は
朝
連
が
一
括
申
請
を
す
る
こ
と
で
合
意
に
達
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
朝
連
中
総
要
求
条
件
の
第
一
項
に
あ
た
る
。
特
に
三
重
で
は
そ
の
具
体
的
方
法
と
し
て
、
世
帯
主
が
一
括
し
て
申
請
す
る
こ
と
で
合
意
に
達

し
た
。
合
意
に
達
し
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
愛
知
県
本
部
で
は
六
月
三
〇
日
の
会
議
で
「
戸
籍
簿
は
い
か
な
る
困
難
が
あ
っ
て
も
七
月
中
に
は
完
成
す
る

よ
う
努
力
す
る
こ
と
」
と
、
写
真
に
つ
い
て
は
十
四
歳
以
上
と
し
、
写
真
材
料
に
つ
い
て
日
本
政
府
か
ら
業
者
に
配
給
が
出
る
ま
で
は
写
真
無
し
の
登
録
を
す
る
こ
と
、

朝
鮮
人
の
写
真
機
保
持
者
に
日
本
政
府
が
公
正
価
格
で
資
材
を
配
給
す
る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
朝
連
が
戸
籍
簿
を
作
成
し
、
そ
れ
に
則
っ

て
朝
連
地
方
本
部
、
あ
る
い
は
世
帯
主
が
世
帯
構
成
員
の
登
録
を
一
括
申
請
す
る
、
と
い
う
形
式
が
認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

第
二
に
、
三
重
、
鳥
取
、
岐
阜
の
三
県
で
は
、
写
真
資
材
に
つ
い
て
日
本
政
府
が
公
定
価
格
で
業
者
あ
る
い
は
朝
鮮
人
の
写
真
機
保
持
者
に
配
給
す
る
こ
と
で
合
意
に

達
し
て
お
り
、
岐
阜
で
は
各
支
部
を
巡
回
し
、
写
真
資
材
の
配
給
が
遅
れ
た
場
合
は
仮
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
で
ま
と
ま
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
述
「
要
領
」
で

内
務
省
調
査
局
は
「
資
材
の
関
係
で
写
真
が
遅
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
出
す
る
ま
で
そ
の
交
付
を
見
合
せ
別
に
左
記
様
式
の
仮
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
」
と
指
示
し

て
お
り
、
県
当
局
が
内
務
省
の
既
定
の
方
針
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
写
真
添
付
不
要
の
年
令
に
つ
い
て
鳥
取
で
は
一
四
歳
以
下
で
合
意
を
見
て
い
る
が
、
こ
れ
も
内
務
省
「
要
領
」
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
三
重
で
は

県
側
は
十
六
才
以
下
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
朝
連
側
で
は
十
八
歳
以
下
を
要
求
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
再
協
議
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
中
総
要
求
第
六
項
の
「
成

年
者
」
は
十
九
歳
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

第
四
に
「
無
籍
者
」
に
つ
い
て
、
鳥
取
で
は
「
か
り
に
密
航
者
で
あ
っ
て
も
五
月
二
日
現
在
者
等
該
当
者
と
し
て
取
扱
う
こ
と
」
で
合
意
を
見
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
具

体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
は
若
干
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
内
務
省
「
要
領
」
は
「
従
来
の
進
駐
軍
の
覚
書
（〔
中
略
〕）
の
条
項
に
よ
る
不
法
入
国
者

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
令
第
三
条
の
規
定
に
違
反
し
て
本
邦
に
入
っ
た
者
と
い
え
ど
も
登
録
申
請
の
義
務
が
あ
る
か
ら
、
登
録
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
こ
と
」
と
定
め
て

お
り
、「
密
航
者
」
を
外
国
人
登
録
の
「
該
当
者
」
と
し
て
扱
う
こ
と
は
、
内
務
省
の
既
定
方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
し
「
要
領
」
は
「
但
し
不
法
入
国
の
疑
い
が
あ
る
場
合

（
45
）

（
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）
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に
警
察
に
連
絡
す
る
こ
と
は
結
構
で
あ
る
」
と
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
人
々
の
在
留
を
い
か
に
扱
う
の
か
が
焦
点
な
の
だ
が
、
史
料
か
ら
は

こ
れ
以
上
は
わ
か
ら
な
い
。

他
に
は
、「
三
国
人
」
を
「
外
国
人
」
に
直
し
、
以
後
朝
鮮
名
を
使

う
こ
と
、
と
の
事
項
も
見
ら
れ
る
。

総
じ
て
、
こ
れ
ら
の
県
で
は
一
括
申
請
、
写
真
資
材
、
写
真
添
付
不

要
年
令
に
つ
い
て
合
意
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
中
総
要
求
の
第
二
項
、

第
三
項
、
第
四
項
は
こ
こ
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
一
括
申
請
を
除
け

ば
内
務
省
側
の
既
定
方
針
に
沿
っ
た
内
容
と
い
え
る
。
一
括
申
請
に
し

て
も
、
四
六
年
末
頃
の
「
居
住
証
明
」
を
見
て
も
世
帯
主
が
世
帯
構
成

員
の
分
ま
で
申
請
す
る
こ
と
は
、
都
道
府
県
側
と
し
て
も
望
ま
し
い
こ

と
で
あ
っ
た
。
朝
連
地
方
本
部
が
大
は
ば
に
譲
歩
し
た
結
果
と
し
て
の

「
合
意
」
と
い
え
る
。

だ
が
、
合
意
に
達
し
た
地
方
は
僅
か
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
東
京
で
は

合
意
に
至
ら
ず
、
七
月
一
日
、
朝
連
東
京
都
本
部
登
録
令
対
策
委
員
会

が
「
一
、
片
山
内
閣
は
登
録
令
問
題
を
再
検
討
す
る
こ
と
、
二
、
登
録

令
の
目
的
を
明
確
に
す
る
と
同
時
に
実
施
後
の
運
用
に
あ
っ
て
は
日
本

官
憲
の
呈
示
権
の
濫
用
、
又
は
此
を
犯
罪
捜
査
の
便
利
道
具
と
し
て
利

用
し
、
人
権
を
蹂
躙
す
る
弊
害
が
絶
対
に
無
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
日

本
政
府
が
対
外
的
に
公
式
声
明
す
る
と
同
時
に
、
末
端
官
庁
ま
で
指
示

を
徹
底
す
る
こ
と
、
三
、
朝
鮮
人
に
対
し
正
当
な
外
国
人
の
待
遇
を
す

表一：外国人登録令交渉の合意内容
三　重（6 /27） 鳥　取（6 /28） 岐　阜（7 /3） 長　野（7 /末）

一、身分証明書作成材料
及写真は公正価格で行
うが、県では材料及写真
商に厳正に指示し、公正
以外の価格を領収しな
いよう写真商その他を
監督すること

一、鳥取市、米子市、
倉？、境港の同胞集衆地
を朝連が全的に取扱う
こと

一、朝連が一括申請する
こと

一、朝連による一括申請
すること

二、写真機を所持してい
る朝鮮人に対しては証
明書作製のための写真
材料を正式に配給する
こと

二、無籍者についてはか
りに密航者であっても
五月二日現在者等該当
者として取扱うこと 二、写真問題について公

定価格で、資材について
も写真組合長らと協議
し、各支部巡回すること

三、十六歳以上とした
届出年齢を朝連側では
十八歳以上と要求した
が、この点については双
方が再び協議し、後日決
定すること

三、県庁提案の十四歳以
下を鳥取本部では中総
指令どおりにすること

四、個人が提出すること
になっているが、同居人
等にあって発行とその
他複雑な問題がある関
係上、世帯主が全部責任
をもって提出すること
になったため、提出は世
帯主に委任するという
朝連の要求に従い、世帯
主が一括的に提出する
こと

四、写真は県当局より写
真業者に交渉し、公正価
格で行うこと

三、資材問題で証明書発
行が困難な場合、日本当
局で直接活動、不可能な
場合は仮証明を発行す
ること

五、登録証を契機に一切
朝鮮名へと直すこと

六、第三国人呼称を以後
は外国人として待遇呼
称すること

四、当分の間、について
の日本側より説明する
こと

注：（）内は懇談会の開催日
典拠：『朝鮮新報』1947 年 7 月 2 日付，7月 4日付，7月 6日付，8月 3日付
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る
こ
と
」
を
要
求
し
た
。
ま
た
七
月
三
日
に
福
島
県
で
は
福
島
県
社
会
課
と
朝
連
役
員
で
外
登
証
問
題
に
つ
い
て
協
議
が
持
た
れ
、朝
連
側
は
外
国
人
待
遇
問
題
が
解
決
さ

れ
る
ま
で
態
度
を
保
留
す
る
と
応
え
て
い
る
。

（
二
）
交
渉
か
ら
闘
争
へ

―
朝
連
中
総
の
転
換

各
地
方
で
の
交
渉
が
朝
連
・
内
務
省
の
「
合
意
」
の
ラ
イ
ン
で
は
進
ま
な
か
っ
た
た
め
、
朝
連
中
総
は
七
月
五
日
、
全
国
地
方
協
議
会
責
任
者
会
議
に
て
外
登
問
題
に

つ
い
て
報
告
す
る
と
同
時
に
指
令
を
発
し
、
一
〇
日
に
は
朝
連
中
総
代
表
が
外
交
局
バ
ー
ガ
ー
、
民
政
局
法
律
課
長
オ
プ
ラ
ー
、
同
法
律
課
主
任
ノ
ボ
ト
ニ
ー
、
朝
鮮
部

部
長
テ
ル
デ
ィ
ン
を
訪
問
し
て
意
見
書
を
提
出
、さ
ら
に
七
月
一
六
日
に
は
外
登
令
の
改
正
を
求
め
る
書
簡
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
送
付
し
た
。
ま
た
、七
月
一
〇
日
付
『
解
放
新
聞
』

社
説
は
、
朝
連
が
求
め
る
以
下
の
七
項
目
を
提
示
し
た
。

　

一
、  

外
国
人
と
し
て
の
一
般
的
処
遇
保
障
を
成
文
化
す
る
こ
と

　

二
、  

申
請
実
施
過
程
に
あ
っ
て
は
勿
論
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
一
切
警
官
の
介
在
を
禁
じ
る
こ
と
。
即
、
直
接
登
録
令
に
対
す
る
行
使
で
は
な
く
て
も
、〔
二
字
不
明
〕

し
た
戸
口
調
査
等
登
録
令
に
関
連
し
た
行
為
を
し
な
い
こ
と

　

三
、  

無
用
な
摩
擦
を
避
け
る
た
め
第
十
条
提
示
要
求
権
の
成
文
を
削
除
す
る
こ
と

　

四
、
一
方
的
に
制
定
さ
れ
た
罰
則
は
不
当
で
あ
る

　

五
、  

写
真
を
撤
廃
す
る
こ
と

　

六
、  

犯
罪
捜
査
の
道
具
に
し
な
い
こ
と
（
動
静
記
入
欄
は
こ
れ
で
あ
る
）

　

七
、  

密
入
国
者
中
軍
人
軍
属
等
で
外
国
か
ら
直
接
朝
鮮
に
復
員
し
た
者
で
あ
っ
た
家
族
及
び
事
業
整
理
の
た
め
入
国
し
た
者
、
無
配
給
〔
一
字
不
明
〕
者
中
軍
人
軍

属
徴
用
工
と
し
て
そ
の
戦
地
よ
り
〔
二
字
不
明
〕
し
た
者
及
び
類
似
し
た
事
情
下
に
い
る
者
の
居
住
を
合
法
正
常
化
し
、
以
後
一
切
直
接
間
接
の
追
求
を
し
な

い
こ
と

こ
れ
ら
七
項
目
は
、
六
月
五
日
に
中
総
が
内
務
省
に
提
示
し
た
六
項
目
よ
り
も
一
歩
踏
み
込
ん
だ
内
容
と
い
え
る
。
第
二
項
、
第
七
項
は
従
来
の
通
り
で
あ
る
が
、
第

二
項
で
は
具
体
的
に
戸
口
調
査
を
し
な
い
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
前
述
の
通
り
、内
務
省
「
要
領
」
で
は
で
き
る
な
ら
ば
戸
口
調
査
を
す
る
よ
う
指
示
し
て
お
り
、実
際
、

六
月
三
〇
日
に
は
東
京
・
世
田
谷
で
警
察
官
が
朝
鮮
人
を
配
偶
者
と
す
る
日
本
人
女
性
に
対
し
、
い
つ
結
婚
・
入
籍
し
た
の
か
を
審
問
し
、
問
題
と
な
っ
た
。

（
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第
一
項
、
第
三
項
、
第
四
項
、
第
五
項
は
い
ず
れ
も
外
登
令
及
び
施
行
規
則
の
条
文
の
改
訂
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
は
「
外
国
人
と
し
て
の
正
当
な
一
般
的
処

遇
を
保
障
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
の
が
「
成
文
化
」
と
な
り
、
証
明
書
提
示
権
限
に
つ
い
て
も
削
除
を
要
求
、
写
真
も
公
定
価
格
に
よ
る
資
材
配
給
か
ら
「
撤
廃
」
へ
と

変
化
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
七
月
に
入
っ
て
か
ら
朝
連
中
総
の
立
場
は
、
当
初
の
楽
観
論
に
基
い
た
交
渉
路
線
か
ら
、
外
登
令
条
文
改
正
を
求
め
る
闘
争
路
線
へ
と
変
化

し
た
と
い
え
る
。

朝
連
各
地
方
本
部
も
外
登
令
へ
の
批
判
を
強
め
た
。
例
え
ば
朝
連
京
都
府
本
部
の
場
合
、
六
月
末
の
時
点
で
は
第
一
条
の
「
諸
般
の
取
扱
の
適
正
」
の
意
味
や
、
第
七

条
の
「
当
分
の
間
」
が
具
体
的
に
い
つ
ま
で
な
の
か
、ま
た
登
録
実
施
後
の
食
糧
配
給
等
、「
物
質
的
面
に
お
け
る
取
扱
」
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
る
に
留
ま
っ
た
。
し
か
し
、

七
月
一
〇
日
の
三
宅
事
務
官
参
席
の
も
と
持
た
れ
た
懇
談
会
で
は
、
朝
連
、
民
青
、
建
青
等
は
外
登
令
の
条
文
訂
正
を
要
求
、
さ
ら
に
朝
連
京
都
府
本
部
は
外
登
令
を
片
山

内
閣
で
再
検
討
す
る
こ
と
、
朝
鮮
人
の
国
籍
変
更
が
講
和
条
約
後
な
の
で
あ
れ
ば
、
外
登
令
第
十
一
条
は
矛
盾
で
あ
る
こ
と
等
を
問
い
、
以
下
の
六
項
目
を
要
求
し
た
。

　

一
、  

罰
則
施
行
以
外
に
は
登
録
後
と
云
え
ど
も
警
察
官
の
介
在
を
し
な
い
こ
と
（
登
録
に
関
連
す
る
戸
口
調
査
の
行
為
も
し
な
い
こ
と
）

　

二
、
無
用
摩
擦
を
避
け
る
為
の
第
十
条
提
示
要
求
権
の
成
文
を
削
除
す
る
こ
と

　

三
、
一
方
的
に
制
定
し
た
罰
則
を
緩
和
す
る
こ
と

　

四
、
写
真
を
撤
廃
す
る
こ
と

　

五
、  

密
入
国
者
中
軍
人
軍
属
等
の〔
不
明
〕朝
鮮
に
復
員
し
更
に
家
庭
及
び
事
業
整
理
の
為
入
国
し
た
者
、無
配
給
者
中
軍
人
軍
属
徴
用
に
言
っ
て
職
場
を
脱
出
し
た
者
、

そ
れ
に
類
似
し
た
も
の
〔
の
〕
居
住
を
合
理
化
す
る
こ
と
（
但
し
朝
連
は
厳
密
な
調
査
に
依
り
証
明
書
を
発
行
す
る
。
其
の
証
明
書
を
承
認
す
る
こ
と
。）

　

六
、  

相
互
間
誠
意
を
以
て
意
見
の
一
致
に
努
力
す
る
こ
と
、
相
互
理
解
の
元
に
実
施
す
る
こ
と
。

一
読
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
六
月
の
要
求
か
ら
一
歩
進
ん
で
、『
解
放
新
聞
』
所
載
の
七
項
目
と
同
様
に
外
登
令
の
再
検
討
、
第
十
条
の
削
除
、
罰
則
緩
和
、
写
真
の
撤

廃
を
要
求
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
地
方
に
お
け
る
交
渉
開
始
後
、
各
地
で
の
警
察
に
よ
る
戸
口
調
査
や
、
当
局
側
の
強
硬
な
姿
勢
を
目
の
当
た
り
に
し
た
朝
連
中
総
は
外

登
令
の
深
刻
さ
を
痛
感
し
て
改
正
論
に
転
換
、
各
地
方
本
部
も
こ
の
方
針
に
従
っ
て
当
局
と
の
交
渉
を
展
開
し
た
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
民
団
・
建
青
と
内
務
省
の
合
意
失
敗
と
申
請
期
限
伸
張

朝
連
中
総
の
外
登
令
へ
の
批
判
的
立
場
の
明
確
化
に
よ
り
、
民
団
・
建
青
と
の
共
闘
の
可
能
性
は
高
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
少
な
く
と
も
中
央
レ
ベ
ル
で
は
両
者

（
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が
共
同
行
動
に
出
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
前
述
の
京
都
の
ケ
ー
ス
で
も
決
議
に
賛
同
し
た
団
体
に
は
民
団
と
建
青
等
、
非
朝
連
系
団
体
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、

申
請
開
始
の
七
月
五
日
以
降
、
朝
連
が
外
登
令
改
正
論
へ
転
じ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
民
団
・
建
青
は
外
登
令
協
力
へ
の
新
た
な
動
き
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

建
青
外
務
部
長
は
七
月
九
日
内
務
省
を
訪
れ
、
ノ
ボ
ト
ニ
ー
が
「
1
、
朝
鮮
人
は
外
国
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
2
、
朝
鮮
人
は
外
国
人
と
し
て
取
扱
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
3
、
人
権
侵
害
は
完
全
に
禁
じ
ら
れ
る
べ
き
あ
る
」
の
三
点
を
承
認
し
た
と
伝
え
た
。
そ
し
て
、
内
務
省
に
対
し
外
登
令
に
全
面
的
に
協
力
し
た
い

こ
と
、
民
団
は
必
要
な
ら
ば
写
真
の
費
用
を
全
額
支
出
す
る
こ
と
を
伝
え
、
登
録
期
限
を
八
月
末
ま
で
伸
張
し
て
欲
し
い
と
要
求
し
た
。
内
務
省
は
こ
れ
を
喜
び
、
民
団

の
事
務
所
を
訪
問
し
て
「
我
々
は
、
も
し
貴
方
が
無
条
件
に
我
々
に
協
力
す
る
な
ら
ば
、
期
限
を
八
月
末
と
し
、
期
間
を
伸
張
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
伝
え
た
。
こ
れ
を
う

け
て
建
青
外
務
部
は
七
月
九
日
に
声
明
を
発
表
、
七
月
一
四
日
付
『
朝
鮮
国
際
新
聞
』
に
掲
載
し
た
と
い
う
。

こ
の
建
青
外
務
部
の
声
明
は
未
見
で
あ
る
が
、『
民
団
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
七
月
一
五
日
の
日
付
が
入
っ
た
民
団
外
国
人
登
録
問
題
委
員
会
の
声
明
書
が
、
こ
れ
と
ほ

ぼ
同
内
容
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
民
団
は
占
領
当
局
と
の
交
渉
の
結
果
、
前
述
の
三
点
を
承
認
、
日
本
政
府
も
こ
れ
を
了
解
し
た
た
め
、「
こ
の
問
題
は
一
応
わ
れ
わ
れ
の

要
請
通
り
全
面
的
解
決
を
見
る
に
至
っ
た
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、八
月
三
一
日
ま
で
期
限
が
伸
張
さ
れ
る
こ
と
と
「
登
録
実
施
と
同
時
に
日
本
当
局
よ
り
必
要
書
類
の
提

出
あ
り
た
る
際
は
各
本
支
部
で
は
居
住
証
明
書
を
発
行
す
る
よ
う
指
令
し
た
」
こ
と
を
付
け
加
え
た
。

だ
が
、
内
務
省
調
査
局
は
「
朝
鮮
人
も
一
般
外
国
人
と
し
て
認
む
」
と
の
報
道
に
驚
愕
し
ノ
ボ
ト
ニ
ー
を
訪
ね
た
。
ノ
ボ
ト
ニ
ー
は
あ
く
ま
で
外
登
令
に
限
定
し
た
も

の
に
過
ぎ
ず
一
般
的
に
外
国
人
と
し
て
承
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
説
明
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
『
朝
鮮
国
際
新
聞
』
等
の
記
事
差
し
止
め
が
行
わ
れ
、声
明
書
が
掲
載
さ

れ
た
『
民
団
新
聞
』
の
ゲ
ラ
も
、
総
司
令
部
が
前
述
の
三
項
目
を
認
め
た
と
す
る
箇
所
に
囲
い
こ
み
の
上
×
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。

内
務
省
は
こ
う
し
た
民
団
・
建
青
の
振
舞
い
に
つ
い
て
「
ノ
ボ
ト
ニ
ー
大
佐
と
の
面
談
の
結
果
、
登
録
の
必
要
性
を
理
解
し
、
大
衆
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ

の
状
況
を
打
開
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
有
利
な
立
場
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
見
て
お
り
、
ま
た
「
彼
等
の
目
的
を
ノ
ボ
ト
ニ
ー
大
佐
と
面
談
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

達
成
し
た
と
高
ら
か
に
宣
言
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
知
な
朝
鮮
人
大
衆
を
騙
し
て
登
録
さ
せ
よ
う
と
意
図
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
し
て
登
録
の
妨
害
の
責
任

を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。
同
時
に
約
束
を
無
視
し
た
責
任
を
、
登
録
後
、
日
本
当
局
に
な
す
り
つ
け
よ
う
と
い
う
意
図
」
が
あ
っ
た
と
内
務
省
は
推
測
し
て
い
る
。

こ
の
推
測
が
ど
の
程
度
妥
当
か
は
措
く
と
し
て
、
内
務
省
と
し
て
は
朝
連
が
強
硬
な
反
対
姿
勢
に
転
じ
た
後
、
民
団
・
建
青
を
自
ら
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
取
り
込
も

う
と
し
た
が
失
敗
に
終
り
、
一
方
、
率
先
し
て
登
録
に
応
じ
る
こ
と
に
よ
り
朝
連
を
出
し
抜
い
て
在
日
朝
鮮
人
の
代
表
団
体
と
し
て
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
し
た
民
団
・

建
青
の
意
図
も
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
建
青
は
七
月
二
三
日
に
は
再
び
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
請
願
を
送
り
、
第
二
条
と
第
十
一
条
が
矛
盾
す
る
こ
と
、

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）



134

施
行
規
則
の
「
本
邦
」
に
朝
鮮
・
台
湾
が
入
っ
て
い
る
こ
と
や
刑
罰
が
苛
酷
で
あ
る
こ
と
、
警
察
の
戸
口
調
査
等
を
批
判
し
、
外
国
人
た
る
地
位
の
確
認
、
第
十
一
条
の

削
除
、
罰
金
の
緩
和
、
警
察
不
干
渉
等
を
求
め
た
。
朝
連
側
も
先
の
方
針
通
り
内
務
省
、
占
領
当
局
と
条
文
訂
正
の
ラ
イ
ン
で
交
渉
を
続
け
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
交
渉
妥
結

の
メ
ド
は
立
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
七
月
末
と
い
う
期
限
を
守
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
り
、
ノ
ボ
ト
ニ
ー
の
合
意
も
得
て
内
務
省
は
七
月
二
八
日
に
は
申
請
期
間
を
八

月
末
日
に
延
長
す
る
こ
と
を
各
都
道
府
県
知
事
に
指
示
し
た
。

四
、
外
国
人
登
録
実
施
（
一
九
四
七
年
八
月
〜
）

（
一
）
朝
連
の
外
登
令
批
判
と
内
務
省
、
民
団
・
建
青
の
「
声
明
書
」

【
表
二
】
は
七
月
末
日
段
階
で
の
登
録
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
全
体
で
登
録
率
は
一
一
％
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
原
因
は
、
貼
付
用
の
写
真
資
材
の
確
保
の
困
難
等

の
他
、
内
務
省
調
査
局
作
成
の
外
登
令
の
解
説
に
お
い
て
、
外
登
令
制
定
後
も
講
和
条
約
ま
で
は
朝
鮮
人
は
「
日
本
人
」
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し

た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
抗
議
し
て
、
朝
連
中
総
外
務
部
の
姜
希
守
は
八
月
一
四
日
に
再
び
ノ
ボ
ト
ニ
ー
と
会
見
、
朝
連
の
意
見
書
を
提
示
し
た
。

意
見
書
で
は
、
内
務
省
発
行
の
外
登
令
解
説
は
朝
鮮
人
の
解
放
人
民
と
し
て
の
国
籍
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
、
地
方
で
は
警
察
に
よ
る
戸
口
調
査
が
行
わ
れ
住
民
に
不

安
と
脅
威
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
外
登
令
の
基
準
は
「
一
部
の
不
法
な
朝
鮮
人
」
と
「
一
般
の
善
良
な
朝
鮮
人
」
を
い
っ
し
ょ
く
た
に
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、

現
行
の
登
録
令
は
朝
鮮
人
に
と
っ
て
欠
陥
が
多
く
矛
盾
し
て
お
り
、円
滑
な
遂
行
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
八
月
一
五
日
付
で
姜
希
守
外
務
部
長
は
現
在

の
ま
ま
で
は
外
登
令
へ
の
協
力
が
困
難
で
あ
る
旨
、
談
話
を
発
表
し
た
。

ま
た
、
意
見
書
の
最
後
で
「
一
部
の
朝
鮮
人
や
他
の
不
良
輩
（oth

er evils
）
の
不
法
入
国
は
、
こ
の
勅
令
と
は
分
け
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
要
求
し
た
。

内
務
省
が
戸
口
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
全
朝
鮮
人
を
潜
在
的
な
「
不
法
入
国
」
容
疑
者
と
み
な
し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
朝
連
中
総
と
し
て
は
こ
れ
に
対
し
、
外
登
令
か
ら

出
入
国
管
理
の
機
能
を
分
離
し
、
こ
れ
を
純
粋
な
外
国
人
た
る
地
位
の
承
認
の
た
め
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
と
い
え
る
。

一
方
、
内
務
省
と
の
「
合
意
」
失
敗
後
、
民
団
の
朴
烈
団
長
は
八
月
五
日
、
西
尾
末
広
官
房
長
官
と
会
見
し
、
警
察
官
の
不
干
渉
、
密
航
者
に
「
特
別
取
扱
を
な
し
て

今
般
の
登
録
を
な
さ
し
め
る
こ
と
」、
帰
国
手
続
の
簡
素
化
、
朝
鮮
人
諸
団
体
の
運
動
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。
ま
た
、
八
月
六
日
に
民
団
・
建
青
の
代
表
は
内
務
省
調
査

局
第
四
課
と
司
法
省
を
訪
問
し
、「
八
月
四
日
の
指
示
が
で
き
る
だ
け
早
く
実
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
旨
、
述
べ
た
」
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
「
八
月
四
日
の
指
示
」
が
何

（
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を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
外
登
令
へ
の
協
力
を
伝
え
て
い
な
い
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
だ
。

だ
が
、
そ
の
後
の
一
八
日
午
後
四
時
、
建
青
の
朴
根
世
ら
は
バ
ン
カ
ー
幕
僚
長
を
訪
問
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
の
感
謝
状
を
提
出
し
た
。
こ
の
感
謝
状
は
民
団
・
建
青

の
外
国
人
登
録
問
題
委
員
会
同
盟
名
義
の
も
の
で
、「
同
令
の
修
正
と
そ
の
円
満
な
る
実
施
に
満
足
す
べ
き
結
論
を
得
る
に
至
り
」「
本
委
員
会
は
わ
れ
ら
を
支
持
す
る

六
十
余
万
同
胞
と
共
に
同
令
完
全
迅
速
な
る
実
施
に
協
力
し
得
る
に
至
っ
た
事
を
無
上
の
喜
び
と
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
」
と
し
て
外
登
令
の
実
施
に
協
力
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
六
日
か
ら
一
八
日
の
間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、「
感
謝
状
」
に
は
「
七
月
二
五
日
付
」
の
外
登
令
修
正
に
関
す
る
請
願
に
対
し

「
閣
下
の
尊
貴
な
る
考
慮
を
辱
う
す
る
の
光
栄
に
浴
し
」
た
と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
二
五
日
付
請
願
は
前
述
の
二
三
日
付
の
建
青
の
請
願
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る

何
ら
か
の
返
答
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
よ
り
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

二
〇
日
に
は
民
団
代
表
は
内
務
省
を
訪
問
し
、
一
四
歳
未
満
は
写
真
が
必
要
な
い
こ
と
、
朝
鮮
人
と
結
婚
し
た
日
本
人
女
性
も
登
録
が
必
要
な
こ
と
、
期
日
に
完
了
し

（
68
）

表二：外国人登録状況（1947 年 7月末日現在）
都道府県 朝鮮人 台湾人 中国人 その他 小計 登録率
北海道 1333 88 1421 21％
青森 196 4 20 10 230 16％
岩手 102 3 105 4％
宮城 148 6 154 3％
秋田 99 8 14 14 133 8％
山形 125 73 35 5 238 12％
福島 151 11 49 362 573 10％
茨城 264 4 22 46 336 6％
栃木 236 33 68 4 341 14％
群馬 200 44 244 7％
山梨 771 1 14 10 796 21％
埼玉 1126 27 84 21 1258 34％
千葉 394 3 18 16 431 5％
東京 726 316 477 1069 2588 8％
神奈川 454 29 106 927 1516 6％
新潟 317 4 19 2 342 11％
富山 390 8 1 399 10％
石川 332 1 1 334 8％
福井 263 7 270 4％
長野 1333 12 54 311 1710 27％
岐阜 2233 12 8 17 2270 18％
静岡 426 19 43 19 507 6％
愛知 1148 16 15 71 1250 3％
三重 350 2 1 6 359 4％
滋賀 1433 2 50 40 1525 12％
京都 484 86 27 64 661 2％
大阪 2539 115 17 22 2693 3％
兵庫 377 75 34 1206 1696 2％
奈良 135 3 138 2％
和歌山 1458 9 23 111 1601 16％
鳥取 43 2 7 52 2％
島根 845 1 11 2 859 13％
岡山 282 17 23 23 345 2％
広島 11677 73 51 222 12022 70％
山口 6699 14 53 60 6826 24％
徳島 284 10 5 299 40％
香川 124 3 1 1 129 7％
愛媛 1231 12 1243 30％
高知 374 3 11 6 394 23％
福岡 807 112 919 3％
佐賀 950 3 16 8 977 33％
長崎 1622 140 1762 19％
熊本 979 26 76 57 1138 21％
大分 4309 2 64 20 4395 60％
宮崎 2021 3 16 1 2041 79％
鹿児島 937 27 215 13 1192 71％
合計 52726 1055 1755 5176 60712
登録率 10％ 9％ 13％ 84％ 11％
典拠：  LS, Box no.1503, Folder no.4, “Number of aliens 

who registered on the end of July 1947.”
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得
な
い
地
方
で
は
適
宜
延
長
す
る
こ
と
等
の
ほ
か
、「
居
住
登
録
証
の
な
い
た
め
に
登
録
出
来
な
い
者
は
民
団
建
青
の
本
部
分
会
よ
り
正
当
な
る
証
明
書
を
添
え
て
登
録
を

な
す
こ
と
」
で
合
意
、
八
月
二
〇
日
付
の
『
国
際
日
日
新
聞
』
は
、
同
日
付
の
内
務
省
調
査
局
、
建
青
、
民
団
の
三
者
に
よ
る
「
声
明
書
」
を
掲
載
し
た
。
こ
の
「
声
明
書
」

で
は
外
登
令
に
つ
い
て
「
マ
司
令
部
と
意
見
の
一
致
を
見
る
に
至
り
正
し
き
外
国
人
登
録
令
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
し
、「
在
日
朝
鮮
人
各
位
は
、
地
元
の

建
青
、
民
団
の
本
支
部
分
会
と
連
絡
し
て
、
一
人
も
漏
れ
な
く
市
町
村
に
登
録
を
申
請
す
る
よ
う
」
要
望
し
た
。

民
団
・
建
青
は
な
ぜ
こ
こ
に
至
っ
て
外
登
令
協
力
へ
と
転
換
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
述
の
内
務
省
調
査
局
の
分
析
の
通
り
、
朝
連
に
先
ん
じ
て
「
合
意
」
を
表
明
す
る

こ
と
に
よ
り
有
利
な
立
場
を
確
保
し
た
い
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
お
そ
ら
く
最
も
大
き
い
理
由
は
、
外
登
令
の
施
行
に
関
す
る
占
領
当
局
の
強
い
意
思

を
知
ら
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
八
月
六
日
に
千
葉
県
で
開
か
れ
た
朝
鮮
人
・
中
国
人
団
体
と
の
懇
談
会
で
も
、
軍
政
チ
ー
ム
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
佐
は
外
登
令

の
条
項
の
改
訂
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
内
務
省
も
占
領
当
局
か
ら
の
働
き
か
け
の
有
効
性
に
気
づ
き
、八
月
一
七
日
に
は
登
録
の
実
施
に
あ
た
っ
て
現
地

軍
政
部
の
強
力
な
理
解
と
協
力
を
求
め
る
よ
う
、
各
都
道
府
県
に
指
示
し
て
い
る
。
地
方
に
お
け
る
広
範
な
条
件
闘
争
と
交
渉
を
続
け
て
い
た
朝
連
と
は
異
な
り
、
占
領
軍

頼
み
の
面
が
強
か
っ
た
民
団
・
建
青
と
し
て
は
、
も
は
や
な
す
す
べ
が
無
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
、
九
月
三
日
付
で
民
団
・
建
青
は
外
登
令
条
文
が
訂
正
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
今
後
議
会
に
上
程
後
改
正
さ
れ
る
と
の
声
明
書
を
発
表
し
た
が
、
上
の
ジ
ョ
ン

ソ
ン
大
佐
の
言
明
に
も
あ
る
よ
う
に
、
占
領
当
局
側
に
外
登
令
の
条
文
を
改
訂
す
る
意
思
は
無
く
、
内
務
省
側
も
同
様
で
あ
っ
た
。
占
領
当
局
が
条
文
改
訂
の
口
約
束
を

す
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
な
ぜ
民
団
・
建
青
が
こ
う
し
た
声
明
書
を
発
表
し
た
の
か
、
そ
も
そ
も
条
文
改
訂
の
「
決
定
」
自
体
が
存
在
し
た
の
か
に
は
疑
問
が
残
る
。

（
二
）
朝
連
・
内
務
省
の
覚
書

民
団
・
建
青
の
抜
け
駆
け
的
な
外
登
令
受
諾
に
、
朝
連
は
猛
烈
に
反
発
し
た
。
朝
連
中
総
代
表
は
一
八
日
に
再
度
内
務
省
調
査
局
長
・
警
保
局
長
と
会
見
を
持
っ
た
が
、

そ
の
理
由
は
朝
鮮
人
の
国
籍
に
つ
い
て
の
内
務
省
の
解
釈
が
全
く
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、一
九
日
付
で
シ
ー
ボ
ル
ト
は
尹
槿
朝
連
議
長
の
書
簡
へ

の
返
信
を
送
り
、
日
本
国
憲
法
第
三
章
で
基
本
的
人
権
が
規
定
さ
れ
た
の
で
人
権
侵
害
の
心
配
は
な
い
こ
と
、
罰
則
は
苛
酷
で
は
な
い
こ
と
、
法
文
上
登
録
に
警
察
は
介

在
し
な
い
こ
と
、そ
し
て
登
録
証
の
提
示
要
求
も
人
権
侵
害
に
当
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
て
外
登
令
改
定
の
必
要
性
を
認
め
ず
、朝
連
の
意
見
を
全
面
的
に
否
定
し
た
。
民
団
・

建
青
が
「
感
謝
状
」
と
「
声
明
書
」
を
発
表
し
た
の
は
こ
う
し
た
最
中
で
あ
っ
た
た
め
、
朝
連
は
強
く
反
発
し
た
。
朝
連
は
二
三
、二
五
、二
六
日
の
三
度
に
わ
た
っ
て
立

て
続
け
に
民
団
・
建
青
の
「
裏
切
り
」
を
批
判
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。
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し
か
し
東
京
の
軍
政
部
は
二
一
日
、
朝
連
に
対
し
て
登
録
に
尽
力
す
る
よ
う
意
志
を
伝
え
、
二
二
日
に
は
総
司
令
部
は
各
種
新
聞
に
八
月
末
日
ま
で
に
外
国
人
登
録
を
終

え
よ
と
の
談
話
を
発
表
し
た
。
内
務
省
も
軍
政
部
の
力
を
借
り
て
朝
連
に
圧
力
を
か
け
、
期
限
に
つ
い
て
も
警
察
と
協
力
し
て
守
ら
せ
る
よ
う
指
示
す
る
。
八
月
二
二
日
、

内
務
省
調
査
局
は
朝
連
京
都
府
本
部
の
前
述
の
要
求
に
対
し
、
外
登
令
再
検
討
の
必
要
を
認
め
な
い
、
一
般
的
な
外
国
人
待
遇
と
外
登
令
で
の
そ
れ
は
別
で
あ
る
、
法
文

の
修
正
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
全
面
拒
否
の
回
答
を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
二
五
日
に
は
各
都
道
府
県
主
管
部
長
に
対
し
、「
民
団
建
青
と
の
連
名
に
よ
る
共
同
声
明
の
発
表

以
来
朝
連
の
立
場
は
〔
不
明
〕
し
困
難
化
し
た
様
で
あ
り
バ
ス
に
乗
遅
れ
〔
不
明
〕
り
ん
と
し
て
焦
り
気
味
の
感
さ
え
あ
る
」
と
し
て
「
各
地
方
庁
に
お
い
て
も
〔
不
明
〕

地
軍
政
部
の
強
力
な
協
力
を
求
め
外
国
人
団
体
の
協
力
を
確
実
に
」
す
る
よ
う
指
示
、ま
た
期
限
に
つ
い
て
も
延
長
の
措
置
を
取
ら
な
い
よ
う
「
警
察
部
と
の
連
絡
に
よ
っ

て
こ
れ
等
の
取
扱
を
適
切
に
し
て
貰
い
た
い
」
と
依
頼
し
た
。

だ
が
朝
連
側
は
い
ま
だ
国
籍
問
題
の
解
決
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
朝
連
中
総
代
表
は
八
月
二
六
日
に
オ
ブ
ラ
ー
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
、
フ
ィ
ル
デ
ィ
ン
、
コ
ッ
プ

ら
と
会
見
、
在
日
朝
鮮
人
の
国
籍
問
題
に
つ
い
て
の
考
慮
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
占
領
軍
は
内
務
省
に
外
登
令
に
よ
っ
て
在
日
朝
鮮
人
の
国
籍
が
左
右
さ
れ
な
い
旨
の

指
令
を
発
し
、
内
務
省
は
同
趣
旨
の
無
電
を
翌
二
七
日
付
で
各
府
県
知
事
宛
に
送
っ
た
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
懸
案
と
し
て
「
無
籍
者
」
の
取
扱
の
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
朝
連
中
総
は
内
務
省
と
二
七
日
に
合
意
、
内
務
省
調
査
局
は
同
日
付
で

「
所
謂
無
籍
者
の
登
録
に
当
っ
て
は
朝
鮮
各
種
団
体
の
責
任
あ
る
証
明
書
（
無
籍
の
事
由
及
び
登
録
市
町
村
に
居
住
す
る
こ
と
、
他
の
市
町
村
で
登
録
申
請
を
し
て
い
な
い

こ
と
が
解
る
程
度
の
も
の
）
を
有
力
な
参
考
資
料
に
さ
れ
た
い
」
と
し
、
期
間
に
つ
い
て
も
「
登
録
状
況
の
極
め
て
不
良
の
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
独
自
の
立
場
に
於
て

短
期
間
申
請
期
間
を
再
伸
張
す
る
か
又
は
関
係
各
部
と
の
連
絡
に
よ
り
適
宜
の
措
置
を
講
ぜ
ら
れ
た
い
」
と
指
示
し
た
。

そ
し
て
、
八
月
二
八
日
付
で
内
務
省
と
朝
連
中
総
は
以
下
の
「
覚
書
」
を
交
換
、
よ
う
や
く
意
見
一
致
を
み
た
。

　

一
、
登
録
令
に
関
し
、
外
国
人
と
し
て
一
般
的
処
遇
を
保
証
す
る
こ
と

　

二
、
警
官
の
不
介
在

　

三
、
無
籍
者
の
取
扱

　
　

1
、
密
入
国
者
中
軍
人
軍
属
と
し
て
現
地
か
ら
直
接
朝
鮮
に
復
員
し
て
家
庭
及
事
業
整
理
う
え
入
国
し
た
者

　
　

2
、  

戦
時
中
軍
人
軍
属
徴
用
等
で
戦
場
を
脱
出
し
た
者
に
該
当
す
る
も
の
は
朝
鮮
人
連
盟
各
府
県
本
部
の
発
行
す
る
確
認
証
を
有
力
な
資
料
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
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四
、
写
真
に
つ
い
て
は
日
本
政
府
が
経
済
的
便
利
を
謀
る
こ
と

　

五
、
登
録
実
施
後
登
録
証
明
書
の
取
扱
に
つ
い
て
濫
用
、
或
は
悪
用
し
な
い
こ
と

　

六
、  
期
限
経
過
後
の
申
請
者
の
取
扱
は
、
今
後
の
経
緯
を
参
酌
し
、
便
宜
の
措
置
を
講
じ
、
登
録
が
円
満
に
実
施
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と

 

な
お
、
一
九
四
七
年
八
月
二
〇
日
付
建
青
民
団
と
の
共
同
声
明
の
新
聞
広
告
中
、
在
日
朝
鮮
人
各
位
は
云
々
と
あ
る
の
は
調
査
局
と
し
て
は
、
建
青
、
民
団
傘
下
の
朝

鮮
人
に
対
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
建
青
民
団
以
外
の
団
体
に
属
す
る
朝
鮮
人
を
含
ま
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

以
上

一
九
四
七
年
八
月
二
八
日

在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
中
央
総
本
部
外
務
部

日
本
国
内
務
省
調
査
局

こ
う
し
て
八
月
三
一
日
の
申
請
期
限
を
前
に
、
朝
連
と
民
団
・
建
青
は
内
務
省
と
の
協
議
を
終
え
、
外
国
人
登
録
に
応
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
覚
書
の
内
容
は
、

朝
連
中
総
が
六
月
五
日
に
内
務
省
に
渡
し
た
六
項
目
要
求
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
七
月
以
降
の
呈
示
要
求
権
削
除
や
写
真
撤
廃
等
を
含
ん
だ
条
文
改
訂

論
の
立
場
は
、
結
局
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
。

だ
が
、
九
月
六
日
の
内
務
省
発
表
に
よ
れ
ば
、
九
月
三
日
現
在
で
朝
鮮
人
の
登
録
申
請
者
数
は
一
四
万
三
九
一
四
人
に
留
ま
っ
た
。
七
月
末
日
か
ら
三
倍
程
度
に
増
え
て

は
い
る
も
の
の
、
到
底
八
月
末
日
で
登
録
し
き
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
各
地
で
登
録
期
間
が
延
長
さ
れ
、
京
都
府
で
は
九
月
一
〇
日
ま
で
は
「
登
録
事
務

整
理
期
間
」
と
さ
れ
た
。
大
阪
府
で
は
一
一
月
末
現
在
で
も
登
録
は
完
了
し
て
い
な
い
。
登
録
実
施
後
、
各
地
で
は
早
速
、
警
察
に
よ
る
取
締
が
始
ま
り
、
四
七
年
九
月
に

は
下
関
警
察
署
が
外
国
人
登
録
令
違
反
で
朝
連
活
動
家
を
逮
捕
、
同
じ
く
一
二
月
四
日
に
は
、
神
奈
川
県
で
川
崎
支
部
民
青
委
員
長
、
本
部
書
記
長
が
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
人
側
に
登
録
に
積
極
的
に
な
る
理
由
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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五
、
外
国
人
「
管
理
」
の
基
盤
整
備

―
登
録
実
施
後
の
内
務
省
調
査
局

（
一
）
外
国
人
登
録
カ
ー
ド
に
よ
る
記
載
事
項
の
集
中
的
管
理

八
月
末
の
「
合
意
」
を
う
け
て
各
地
域
で
外
国
人
登
録
申
請
が
始
ま
っ
た
が
、
内
務
省
の
仕
事
は
こ
れ
で
終
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
九
月
以
降
に
行
わ
れ
た
「
登
録
」
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
外
登
令
は
各
市
町
村
に
対
し
「
外
国
人
登
録
簿
」
を
調
整
し
、
市
町
村
の
事
務
所
に
備
え

る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
が
（
第
五
条
）。
こ
こ
で
い
う
「
外
国
人
登
録
簿
」
と
は
、「
当
分
の
間
〔
…
〕
登
録
申
請
書
を
編
冊
し
た
も
の
を
以
て
、
こ
れ
に
代
え
」
た

も
の
で
あ
る
（
外
登
令
施
行
規
則
第
五
条
）。
つ
ま
り
、
八
月
末
以
降
に
行
わ
れ
た
の
は
、「
外
国
人
」
の
外
国
人
登
録
申
請
書
を
か
き
集
め
、
こ
れ
を
編
冊
し
て
外
国
人

登
録
簿
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

だ
が
内
務
省
が
外
国
人
登
録
令
を
作
り
出
し
た
最
大
の
目
的
は
「
不
法
入
国
（
在
留
）」
の
摘
発
に
あ
っ
た
た
め
、
各
市
町
村
に
申
請
書
を
編
冊
し
た
外
国
人
登
録
簿
が

備
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
は
不
充
分
だ
っ
た
。
こ
れ
を
中
央
で
一
元
的
に
管
理
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
内
務
省
調
査
局
が
省
解
体
直
前
に
取
り
組
ん
だ

最
後
の
仕
事
は
、
外
国
人
登
録
簿
の
管
理
シ
ス
テ
ム
を
整
え
る
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
際
、
内
務
省
が
考
案
し
た
の
が
「
外
国
人
登
録
カ
ー
ド
」
で
あ
る
。
市
町
村
の
外
国
人
登
録
簿
に
加
え
て
、
同
様
の
内
容
を
記
載
し
た
も
の
を
都
道
府
県
と
内
務

省
が
「
外
国
人
登
録
カ
ー
ド
」
の
形
で
保
持
し
、こ
れ
に
よ
り
外
国
人
登
録
簿
の
情
報
を
一
元
管
理
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
内
務
省
は
四
七
年
九
月
一
五
日
に
は
「
外

国
人
登
録
カ
ー
ド
」
整
備
の
た
め
予
算
要
求
中
で
あ
る
と
予
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
一
二
月
一
一
日
、
内
務
省
は
「
外
国
人
登
録
カ
ー
ド
整
備
要
領
」（
以
下
、「
カ
ー

ド
整
備
要
領
」）
を
定
め
た
。

「
カ
ー
ド
整
備
要
領
」
に
よ
れ
ば
、
整
備
の
目
的
は
（
1
）
本
省
及
び
地
方
庁
に
お
け
る
記
録
の
保
管
、（
2
）
登
録
上
の
異
動
又
は
不
正
、
不
備
の
変
更
及
び
こ
れ
に

対
す
る
連
絡
、
調
査
、（
3
）
検
索
（
利
用
）
及
び
保
管
の
便
宜
、（
4
）
資
料
の
滅
失
に
対
す
る
危
険
の
分
散
の
四
点
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
カ
ー
ド
の
各
欄
に
は
外
国

人
登
録
簿
の
当
該
欄
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
、
外
国
人
登
録
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
市
町
村
は
カ
ー
ド
を
作
成
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
な
お
、
こ
の
際
、
朝
鮮
人
の

名
前
に
つ
い
て
は
「
本
名
」
に
よ
る
と
さ
れ
、「
日
本
名
」
を
有
す
る
者
も
「
本
国
名
」
で
索
引
欄
に
記
入
せ
よ
と
指
示
し
て
い
る
。
市
町
村
が
作
成
し
た
カ
ー
ド
は
内
務

省
と
都
道
府
県
に
一
通
ず
つ
送
付
さ
れ
、
登
録
者
五
〇
〇
名
以
上
の
市
区
町
村
で
も
一
通
保
管
す
る
。
ま
た
、
外
国
人
登
録
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
市

（
90
）

（
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）
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町
村
は
「
カ
ー
ド
保
正
資
料
」
を
作
成
し
、
同
じ
く
内
務
省
と
都
道
府
県
に
一
通
ず
つ
送
付
さ
れ
る
。
こ
れ
に
従
い
、
各
市
町
村
は
一
九
四
八
年
一
月
末
日
ま
で
に
カ
ー

ド
を
内
務
省
に
送
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

内
務
省
は
こ
の
カ
ー
ド
を
朝
鮮
人
の
日
本
へ
の
渡
航
の
チ
ェ
ッ
ク
に
用
い
た
。
一
九
四
七
年
一
二
月
、
内
務
省
調
査
局
の
秦
第
四
課
長
は
ノ
ボ
ト
ニ
ー
大
佐
宛
に
、
佐

賀
県
知
事
よ
り
一
一
月
四
日
付
で
送
ら
れ
て
き
た
外
国
人
登
録
証
明
書
の
「
偽
造
」
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
送
付
し
た
。
佐
賀
県
で
逮
捕
さ
れ
た
一
四
人
の
「
密
航
」
者
の

調
査
の
結
果
、
三
枚
の
登
録
証
明
書
が
発
見
さ
れ
、
釜
山
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
か
ら
五
〇
〇
円
で
購
入
し
た
と
供
述
し
た
と
の
報
告
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
三
人
に
つ
い
て
は
渡

航
の
理
由
と
職
業
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
人
は
鉄
工
労
働
者
で
、
日
本
に
い
る
母
、
長
男
、
三
男
と
一
緒
に
暮
ら
す
た
め
に
渡
航
し
た
。
も
う
一
人
は
石
鹸

製
造
技
術
を
学
ぶ
た
め
に
日
本
に
渡
ろ
う
と
し
た
。
最
後
の
一
人
は
も
と
も
と
東
京
・
本
所
で
ロ
ー
プ
を
製
造
し
て
い
た
が
、
一
九
四
五
年
七
月
一
四
日
に
朝
鮮
に
戻
り
、

ロ
ー
プ
製
造
機
械
を
処
分
す
る
た
め
に
日
本
へ
渡
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
内
務
省
は
朝
鮮
人
の
渡
航
目
的
の
実
態
を
理
解
す
る
た
め
に
資
料
を
作
成
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
内
務
省
は
大
阪
府
に
照
会
し
、
登
録
証
明
書
の
所
持
人

は
現
に
大
阪
に
居
住
し
て
い
る
と
の
回
答
を
得
て
、
こ
の
証
明
書
が
「
偽
造
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
こ
の
事
例
を
根
拠
に
、
秦
第
四
課
長
は

次
の
よ
う
に
ノ
ボ
ト
ニ
ー
に
報
告
し
た
。

　
〔
1
〜
3
は
略
〕

　

 

4
．
外
国
人
登
録
が
開
始
さ
れ
た
時
、
不
法
入
国
の
発
覚
や
実
際
に
は
存
在
し
な
い
人
の
名
前
で
の
不
正
登
録
を
恐
れ
て
、
朝
鮮
人
は
強
く
反
対
し
て
い
た
と
い
う

事
実
か
ら
考
え
て
、
上
記
の
不
正
登
録
及
び
上
記
の
よ
う
な
不
法
入
国
を
隠
す
目
的
で
、
莫
大
な
数
の
偽
造
証
明
書
（forged certificates

）
が
存
在
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

　

 

5
、
内
務
省
は
そ
れ
ゆ
え
、
近
い
将
来
に
十
分
な
時
間
を
か
け
て
、
大
規
模
な
外
国
人
登
録
カ
ー
ド
（registration

 card

）
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
を
計
画
し

て
い
る
。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
外
国
人
登
録
カ
ー
ド
」
は
前
述
の
カ
ー
ド
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、内
務
省
は
佐
賀
県
の
報
告
を
う
け
て
一
一
月
一
七
日
付
で
、

各
都
道
府
県
に
佐
賀
県
の
情
報
を
伝
達
し
、
都
道
府
県
で
印
刷
し
た
登
録
証
明
書
を
一
部
送
付
す
る
よ
う
指
示
、
都
道
府
県
毎
に
紙
質
の
異
な
る
登
録
証
明
書
の
チ
ェ
ッ

ク
も
行
お
う
と
し
た
。
内
務
省
は
、
佐
賀
県
の
報
告
を
う
け
て
大
阪
府
に
照
会
し
て
い
る
が
、
外
国
人
登
録
カ
ー
ド
を
集
計
し
、
か
つ
各
都
道
府
県
の
登
録
証
明
書
の
様
式

を
収
集
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
照
会
の
速
度
を
上
げ
よ
う
と
試
み
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
旦
、
外
国
人
登
録
簿
記
載
の
情
報
が
内
務
省
と
都
道
府
県
に
集
中
さ
れ

（
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）

（
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）

（
94
）
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れ
ば
、
仮
に
市
町
村
単
位
で
「
警
察
の
介
在
」
が
無
か
っ
た
と
し
て
も
、
内
務
省
・
都
道
府
県
単
位
で
こ
れ
を
治
安
取
締
り
に
運
用
す
る
こ
と
は
充
分
可
能
で
あ
っ
た
。

（
二
）
証
明
書
の
二
元
化
と
更
新
制
の
導
入

内
務
省
は
一
方
で
「
無
籍
者
」
の
取
扱
に
つ
い
て
も
対
策
を
講
じ
た
。「
無
籍
者
」
の
取
扱
は
前
述
の
よ
う
に
朝
連
と
の
交
渉
で
最
後
ま
で
争
点
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
朝
連
と
内
務
省
の
覚
書
調
印
後
の
「
無
籍
者
」
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
大
阪
府
は
、「（
1
）
引
き
つ
づ
け
日
本
内
地
に
居
住
し
て
い
た
者
（
一
例
戦
時
中
徴
用
先

か
ら
逃
亡
し
そ
の
た
め
公
式
面
に
記
載
せ
ら
れ
て
居
ら
ぬ
者
）」
と
「（
2
）
昨
年
六
月
十
二
日
（
入
国
禁
止
に
関
す
る
連
合
軍
覚
書
発
表
）
以
前
に
入
国
し
て
来
た
者
（
但

し
同
年
二
月
十
六
日
以
降
計
画
輸
送
指
令
に
よ
っ
て
本
国
に
送
還
せ
ら
れ
た
も
の
は
全
面
的
に
再
渡
航
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
）」
に
つ
い
て
は
「
徴
用
先
の
証
明
書
を
は
じ

め
居
住
乃
至
は
入
国
年
月
日
を
証
明
す
る
に
足
る
証
拠
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
」に
よ
っ
て
、無
籍
者
の
登
録
を
可
能
に
し
た
と
い
う
。
朝
連
大
阪
府
本
部
の
機
関
紙
は「
こ

の
指
令
に
依
っ
て
無
籍
者
も
理
由
の
正
当
な
者
で
証
拠
物
件
が
あ
る
場
合
は
登
録
が
可
能
と
な
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。

た
だ
、覚
書
は
朝
連
の
証
明
書
が
参
考
と
さ
れ
る
範
囲
に
つ
い
て
、「
軍
人
軍
属
と
し
て
現
地
か
ら
直
接
朝
鮮
に
復
員
し
て
家
庭
及
事
業
整
理
う
え
入
国
し
た
者
」
と
「
戦

時
中
軍
人
軍
属
徴
用
等
で
戦
場
を
脱
出
し
た
者
」
に
限
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
者
に
つ
い
て
、
大
阪
以
外
の
地
域
で
朝
連
の
証
明
書
が
ど
の
程
度
参
考
と
さ
れ
た
か
は
不
明

だ
が
、
そ
れ
以
外
の
渡
日
者
に
つ
い
て
は
そ
も
そ
も
救
済
さ
れ
る
余
地
は
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
内
務
省
は
無
許
可
渡
日
者
の
摘
発
を
外
登
令
の
最
大
の
目
的
に
し
て
い

た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
た
ち
を
予
め
登
録
か
ら
排
除
せ
ず
、
い
わ
ば
「
不
法
入
国
」
容
疑
者
と
し
て
常
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を
設
け
た
。
そ
れ
が
無
籍
者

に
対
す
る
「
仮
証
明
書
」
交
付
と
そ
の
更
新
制
の
導
入
で
あ
っ
た
。

「
外
国
人
登
録
事
務
取
扱
要
領
」
は
「
資
材
の
関
係
で
写
真
が
遅
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
出
す
る
ま
で
そ
の
交
付
を
見
合
せ
別
に
左
記
様
式
の
仮
証
明
書
を
交
付
す
る

こ
と
。
仮
証
明
書
の
有
効
期
間
は
長
く
も
十
月
末
日
ま
で
と
す
る
こ
と
」と
定
め
て
い
る
。
つ
ま
り
仮
証
明
書
は
本
来
写
真
を
提
出
で
き
な
い
者
に
交
付
さ
れ
る
も
の
だ
っ

た
。【
図
一
】
の
仮
証
明
書
の
様
式
を
見
て
も
、「
同
人
に
対
し
て
は
有
効
期
間
に
写
真
二
葉
を
提
出
の
上
、
こ
の
仮
証
明
書
と
引
替
に
正
式
の
登
録
証
明
書
を
公
布
す
る
」

と
あ
る
。
た
だ
内
務
省
は
、期
間
内
の
本
証
明
書
へ
の
書
替
え
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、一
〇
月
二
四
日
、有
効
期
間
を
全
国
的
に
統
一
し
な
い
と
指
示
し
、

本
証
明
書
に
書
換
え
た
場
合
は
、
外
国
人
登
録
簿
の
裏
面
備
考
欄
に
「
何
年
何
月
何
日
本
証
明
書
に
切
替
交
付
」
と
記
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
し
て
こ
の
延
長
さ
れ
た
「
仮
証
明
書
」
に
つ
い
て
、
内
務
省
は
一
二
月
一
一
日
、「
外
国
人
登
録
事
務
取
扱
要
領
」
の
補
足
と
し
て
、
以
下
の
通
り
定
め
た
。

　

 　

い
わ
ゆ
る
無
籍
者
（
そ
の
氏
名
が
内
地
の
公
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
者
〔
不
明
〕
に
米
穀
通
帳
そ
の
他
食
糧
配
給
通
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
者
）
が
登
録

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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を
申
請
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
不
法
入
国
の
疑
の
な
い
明
ら
か
な
証
明
が
な
い
限
り
最
長
三
ヶ
月
を
有
効

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

限
度
と
す
る
仮
証
明
書
を
交
付

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
、
そ
の
疑
の
な
く
な
る
迄
こ
れ
を
更
新
し
本
登
録
証
明
書
を
交
付
し
な
い

こ
と
〔
傍
点
引
用
者
〕。

　
　

又
そ
の
者
の
外
国
人
登
録
簿
の
備
考
欄
に
は
無
籍
者
で
あ
る
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
「
仮
証
明
書
」
は
、
写
真
未
提
出
者
に
暫
定
的
に
交
付
す
る
証
明
書
か
ら
、「
無
籍
者
」
に

交
付
さ
れ
る
証
明
書
へ
と
変
容
し
た
。
そ
し
て
「
仮
証
明
書
」
に
三
ヶ
月
ご
と
の
更
新
制
を
導
入
し
た
こ
と

に
よ
り
、「
不
法
入
国
の
疑
の
な
い
明
ら
か
な
証
明
」
を
提
出
で
き
る
ま
で
、「
無
籍
者
」
た
ち
は
絶
え
ざ
る

猜
疑
の
目
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
内
務
省
は
証
明
書
を
二
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
し
あ
た
り
全
朝
鮮
人
に
登
録
さ
せ
つ
つ
、

当
局
側
が
容
疑
を
か
け
た
対
象
に
つ
い
て
は
「
仮
証
明
書
」
と
い
う
形
で
監
視
下
に
置
き
チ
ェ
ッ
ク
し
続
け

る
仕
組
み
を
作
り
出
し
た
。
一
九
四
九
年
の
外
登
令
改
定
に
よ
り
外
国
人
登
録
証
明
書
の
切
替
制
度
が
導
入

さ
れ
る
が
、
す
で
に
四
七
年
外
登
令
に
お
い
て
も
「
仮
証
明
書
」
に
限
り
更
新
制
が
導
入
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
切
替
制
度
と
更
新
制
の
関
係
に
言
及
し
た
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
せ
て
い
な
い
が
、
切
替
制
度
導

入
以
前
に
部
分
的
な
が
ら
更
新
制
と
い
う
か
た
ち
で
登
録
者
の
在
留
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

（
三
）
外
国
人
登
録
簿
の
閲
覧
権
限
の
政
府
・
地
方
自
治
体
機
関
に
よ
る
独
占

最
後
に
外
国
人
登
録
簿
の
閲
覧
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
四
七
年
一
一
月
一
七
日
、
内
務
省
調
査
局
は
外
国
人
登
録
簿
の
閲
覧
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
事
例
を
紹
介

し
て
い
る
。

　

  （
一
）
新
宿
区
加
賀
町
一
丁
目
一
七
番
地
所
在
芙
蓉
会
本
部
は
朝
鮮
人
に
嫁
し
た
日
本
婦
人
に
朝
鮮
の
国
語
、
風
俗
、
習
慣
そ
の
他
教
養
を
与
え
、
会
員
の
福
利
親
睦

を
計
る
と
い
う
。
同
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
右
日
本
婦
人
の
人
員
、
住
所
、
姓
名
を
調
査
し
た
い
旨
依
頼
し
て
き
た
。

（
99
）

典拠：  『昭和二十二年度以降　渉外関係書類』（高根村須走村組
合役場）

図一：外国人仮登録証明書様式
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  （

二
）
中
央
区
西
銀
座
四
丁
目
三
番
地
数
寄
屋
橋
ビ
ル
内
朝
華
新
聞
社
は
紳
士
録
作
成
の
目
的
で
登
録
簿
の
閲
覧
を
申
入
れ
て
き
た
。（
以
上
東
京
都
）

　

  （
三
）
商
工
会
会
員
募
集
の
た
め
国
際
日
日
新
聞
社
北
海
道
支
局
長
よ
り
外
国
人
登
録
簿
の
閲
覧
を
要
求
さ
れ
た
（
以
上
北
海
道
）。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
内
務
省
は
「
登
録
簿
は
本
来
閲
覧
さ
せ
る
べ
き
も
の
で
な
い
が
、
そ
の
目
的
が
個
人
の
利
益
を
主
と
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
く
外
、
公
の
団

体
又
は
公
共
の
利
益
を
主
と
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
或
は
外
国
人
登
録
事
務
取
扱
又
は
促
進
上
有
利
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
き
、
そ
の
他
を
考
慮
し
て
事
務
に
支

障
が
な
け
れ
ば
許
可
し
て
宜
し
い
。」
と
指
示
し
た
。

事
例
一
の
「
芙
蓉
会
」
と
は
正
式
名
称
を
財
団
法
人
鶏
林
芙
蓉
会
と
い
い
、
朝
鮮
人
と
結
婚
し
た
日
本
人
女
性
に
よ
っ
て
四
六
年
四
月
頃
に
結
成
さ
れ
た
民
団
系
の
団

体
で
あ
る
。
芙
蓉
会
は
「
朝
鮮
漬
物
講
習
会
」
や
朝
鮮
語
、
朝
鮮
服
洋
裁
の
講
習
を
行
う
一
方
、
朝
鮮
に
帰
っ
て
消
息
の
つ
か
め
な
い
夫
の
消
息
調
査
や
、
生
活
困
窮
者

へ
の
就
職
斡
旋
を
行
っ
て
い
た
。前
述
の
よ
う
に
外
国
人
登
録
令
は
戸
籍
を
基
準
と
し
た
た
め
、朝
鮮
人
男
性
と
法
律
婚
し
元
の
戸
籍
か
ら
抹
消
さ
れ
た
日
本
人
女
性
は「
朝

鮮
人
」
と
し
て
登
録
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
夫
が
朝
鮮
に
帰
っ
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
く
、
名
乗
り
を
あ
げ
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
芙
蓉
会
は
同
様
の
境

遇
の
日
本
人
女
性
と
の
連
絡
の
た
め
、
外
国
人
登
録
簿
の
閲
覧
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

事
例
二
の『
朝
華
新
聞
』は
金
重
鉉
が
銀
座
で
発
行
し
て
い
た
日
本
語
新
聞
で
あ
る
。
確
か
に
朝
華
新
聞
社
は
四
七
年
三
月
頃
に「
在
日
朝
鮮
人
紳
士
録
」の
刊
行
を
予
告
、

広
く
後
援
を
求
め
て
い
る
。
紳
士
録
に
は
姓
名
、
生
年
月
日
、
出
生
地
又
は
本
籍
地
、
現
住
所
、
日
本
渡
航
年
月
日
、
学
歴
、
経
歴
、
趣
味
、
家
庭
、
肖
像
写
真
を
掲
載
す

る
と
し
て
お
り
、
広
告
の
文
面
か
ら
は
全
国
の
在
日
朝
鮮
人
を
網
羅
し
た
紳
士
録
を
刊
行
し
よ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。

事
例
三
の
『
国
際
日
日
新
聞
』
は
発
行
部
数
は
二
万
七
千
部
を
誇
る
日
本
語
紙
で
、民
団
神
奈
川
本
部
団
長
や
前
述
の
民
団
外
国
人
登
録
問
題
委
員
会
同
盟
も
務
め
た
事

業
家
・
朴
魯
禎
が
発
行
し
て
い
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
民
間
検
閲
局
は
『
国
際
日
日
新
聞
』
を
「
右
派
」
と
み
な
し
て
い
た
。
以
上
三
つ
の
事
例
に
つ
い
て
、
四
七
年
一
一
月
の
時

点
で
内
務
省
は
特
に
閲
覧
を
禁
じ
て
は
い
な
い
。

一
方
、
朝
連
も
四
八
年
一
月
か
ら
の
盟
費
制
実
施
に
あ
た
っ
て
盟
員
簿
を
作
成
す
る
こ
と
を
決
め
た
が
、
盟
員
簿
に
つ
い
て
「
各
地
方
本
部
は
外
国
人
登
録
を
基
礎
に

し
て
正
確
な
盟
員
名
簿
を
作
成
し
て
中
総
に
提
出
す
る
こ
と
」「
中
総
は
日
本
の
各
地
方
庁
に
照
会
し
て
捜
査
す
る
こ
と
」
と
し
た
。
朝
連
が
外
登
令
施
行
以
前
に
取
り
組

ん
で
い
た
戸
籍
編
製
は
、
こ
の
時
点
で
は
頓
挫
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
外
国
人
登
録
簿
を
利
用
し
て
盟
員
簿
を
整
備
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
朝

連
の
場
合
、
少
な
く
と
も
外
登
令
交
渉
の
過
程
で
各
地
方
で
は
、
朝
連
活
動
家
が
市
町
村
役
場
で
登
録
を
済
ま
せ
た
人
物
を
調
査
し
て
、
そ
の
登
録
を
取
消
さ
せ
た
こ
と

を
内
務
省
は
問
題
視
し
、
絶
対
に
登
録
完
了
者
の
氏
名
を
明
か
さ
ぬ
よ
う
指
示
し
た
。
申
請
開
始
以
後
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
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）

（
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）
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（
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し
か
し
、
こ
れ
ら
一
部
認
め
ら
れ
て
い
た
外
国
人
登
録
簿
の
閲
覧
は
、
法
務
庁
設
置
後
の
四
八
年
五
月
九
日
、
法
務
庁
民
事
局
長
が
「
近
時
之
を
政
治
的
目
的
に
利
用

せ
ら
れ
延
い
て
は
登
録
事
務
に
支
障
す
る
お
そ
れ
あ
る
や
に
見
受
け
ら
れ
る
を
以
っ
て
爾
今
部
外
一
般
に
対
す
る
閲
覧
は
之
を
停
止
す
る
様
措
置
せ
ら
れ
た
い
」
と
指
示

し
た
こ
と
に
よ
り
一
切
、
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
政
府
・
地
方
自
治
体
機
関
に
つ
い
て
は
「
之
の
限
に
あ
ら
ず
」
と
指
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
指
示
以
降
も

こ
れ
ら
機
関
に
よ
る
外
国
人
登
録
簿
は
続
け
ら
れ
、
外
国
人
登
録
簿
の
閲
覧
権
限
は
政
府
・
地
方
自
治
体
機
関
に
独
占
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

六
、
結
語

以
上
、
本
稿
で
は
外
登
令
公
布
以
後
の
交
渉
過
程
に
つ
い
て
、
主
に
朝
鮮
人
団
体
と
内
務
省
の
動
向
を
中
心
に
検
討
し
た
。

本
稿
で
の
検
討
か
ら
は
、
朝
連
中
総
は
楽
観
的
な
見
通
し
の
も
と
六
月
の
段
階
で
外
登
令
へ
の
協
力
に
応
じ
た
が
、
そ
も
そ
も
内
務
省
に
朝
連
中
総
の
要
求
を
守
る
気

は
無
く
、
こ
の
た
め
地
方
で
の
交
渉
は
い
ず
れ
も
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
た
め
、
朝
連
中
総
は
外
登
令
の
改
定
が
必
要
で
あ
る
と
の
立
場
に
転
換
し
、

地
方
に
も
そ
の
旨
指
示
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
金
太
基
は
「
共
産
党
員
を
中
心
と
し
た
朝
連
中
央
が
片
山
内
閣
と
の
政
治
関
係
を
考
慮
し
妥
協
的
な
立
場
に
立
っ
て

い
た
の
に
対
し
て
、
外
国
人
と
し
て
の
在
日
朝
鮮
人
の
法
的
地
位
を
曖
昧
に
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
朝
連
地
方
本
部
が
多
く
存
在
し
て

い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
中
総
と
地
方
本
部
を
対
立
的
に
捉
え
て
い
る
が
、
む
し
ろ
中
総
の
指
示
通
り
に
地
方
本
部
が
交
渉
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
交
渉
は
ま
と

ま
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
合
意
」
に
至
っ
た
の
は
内
務
省
側
に
譲
歩
し
た
地
方
本
部
だ
け
だ
っ
た
。

た
だ
、
地
方
と
中
央
の
要
求
が
全
く
同
一
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
「
密
入
国
者
」
を
め
ぐ
る
態
度
に
お
い
て
、
朝
連
中
総
と
地
方
の
対
応
に
は
温
度
差
が
あ
っ

た
と
い
え
る
。
本
論
中
で
も
言
及
し
た
神
奈
川
で
の
要
求
事
項
を
見
る
と
、
現
在
留
者
を
本
籍
者
を
認
め
よ
、
と
い
う
内
容
が
あ
り
、
朝
連
が
証
明
書
の
発
給
対
象
を
限

定
し
た
中
総
要
求
よ
り
も
救
済
の
範
囲
は
広
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
朝
連
中
総
の
「
密
入
国
者
」
へ
の
態
度
は
、
内
務
省
官
僚
を
相
手
と
し
た
交
渉
の
場
で
の
発
言
で
あ

る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
と
は
い
え
、
地
方
本
部
の
対
応
と
比
べ
る
と
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
同
じ
く
神
奈
川
で
は
民
団
、
建
青
と
共
に
対
策
委
員
会
を
構
成
し
て
お
り
、
中
央
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
朝
連
と
民
団
・
建
青
の
共
闘
が
地
方
本
部
単
位
で
は

一
部
実
現
し
て
い
た
こ
と
も
、
大
き
な
違
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
枠
組
み
は
中
央
レ
ベ
ル
で
の
方
針
が
固
ま
る
に
つ
れ
維
持
が
困
難
に
な
り
、
特
に
八
月

二
〇
日
の
民
団
・
建
青
の
「
合
意
」
の
影
響
は
極
め
て
大
き
く
、
こ
れ
に
よ
り
朝
連
と
民
団
の
対
立
は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
神
奈
川
で
も
、
交
渉
過
程
で
こ
の
枠

（
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）
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組
み
は
壊
れ
、
朝
連
神
奈
川
県
本
部
が
民
団
の
「
裏
切
り
」
を
強
く
批
判
し
た
。
こ
う
し
た
対
立
は
そ
の
後
の
民
族
教
育
擁
護
闘
争
へ
と
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

制
定
後
の
交
渉
と
い
う
不
利
な
条
件
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
交
渉
に
よ
っ
て
朝
鮮
人
団
体
が
得
た
も
の
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
朝
連
、
民
団
、
建

青
等
の
い
ず
れ
の
団
体
も
、
外
登
令
を
契
機
に
在
日
朝
鮮
人
を
外
国
人
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
結
果
と
し
て
朝
連
が
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
外

登
令
と
国
籍
問
題
を
切
離
す
こ
と
に
留
ま
っ
た
。
外
国
人
と
し
て
の
承
認
ど
こ
ろ
か
、
日
本
国
籍
で
あ
る
と
の
見
解
が
確
定
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
た
め
、
判
断
を

先
送
り
さ
せ
る
か
た
ち
で
後
退
戦
を
展
開
す
る
し
か
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
民
団
は
四
七
年
九
月
三
日
付
で
声
明
書
を
発
表
し
、
外
登
令
第
一
条
、
第
十
一
条
第

一
項
の
改
定
、
第
十
三
条
第
二
号
の
削
除
と
い
う
自
ら
の
要
求
が
聞
き
入
ら
れ
た
と
し
た
が
、
そ
の
後
改
定
・
削
除
が
行
わ
れ
た
事
実
は
無
い
。
内
務
省
側
が
虚
偽
の
約
束

を
し
た
か
、
民
団
が
虚
偽
の
声
明
を
出
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
外
国
人
登
録
簿
の
閲
覧
を
め
ぐ
る
交
渉
を
見
る
と
、
こ
の
外
国
人
登
録
の
実
施
と
並
行
し
て
、
そ
れ
ま
で
朝
鮮
人
団
体
に
よ
っ
て
自
主
的
に
進
め
ら
れ
て
い
た

戸
籍
編
製
な
ど
の
事
業
は
霧
消
し
た
と
考
え
ら
れ
、
外
国
人
関
連
情
報
は
日
本
国
家
に
集
中
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
後
に
は
外
国
人
登
録
簿
の
閲
覧
が
一

切
禁
止
さ
れ
て
外
国
人
関
連
情
報
の
独
占
が
実
現
す
る
に
至
っ
た
。

た
だ
、
そ
の
後
の
外
国
人
登
録
交
渉
と
比
較
す
る
と
、
一
九
四
七
年
の
登
録
は
限
界
が
あ
る
と
は
い
え
、
最
初
の
登
録
で
あ
る
性
格
上
、
実
際
に
は
朝
連
に
よ
る
一
括

申
請
を
比
較
的
容
認
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
む
し
ろ
内
務
省
側
か
ら
み
れ
ば
早
晩
「
改
善
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
登
録
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
事

実
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
内
務
省
は
外
国
人
登
録
実
施
後
の
体
制
を
築
く
べ
く
、「
外
国
人
登
録
カ
ー
ド
」
に
よ
る
外
国
人
登
録
記
載
情
報
の
一
元
的
管
理
を
図
っ
た
。「
無

籍
者
」
へ
の
更
新
制
付
仮
証
明
書
の
交
付
も
、
朝
鮮
人
か
ら
す
れ
ば
定
期
的
な
在
留
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
規
制
で
あ
っ
た
が
、
内
務
省
か
ら
す
れ
ば
朝
連
と
の
交
渉

の
結
果
の
妥
協
策
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
九
四
九
年
一
二
月
の
外
国
人
登
録
令
改
定
で
は
法
務
府
は
こ
う
し
た
47
年
外
登
令
の
特
殊
な
あ
り
方
を
清
算
し
、外
国
人
「
管

理
」
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
な
る
。

（
付
記
）
本
稿
は
、
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
〇
九
年
度
個
人
研
究
費
の
成
果
で
あ
る
。
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
研
究
第
三
部
「
定
住
外
国
人
の
人
権
問

題
の
研
究
」
で
は
報
告
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
貴
重
な
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

注（
1
）
大
沼
保
昭
「
出
入
国
管
理
法
制
の
成
立
過
程

―
一
九
五
二
年
体
制
の
前
史
」
寺
沢
一
他
編
『
国
際
法
学
の
再
構
築
（
下
）』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
、
但
し
引
用
は
大
沼
保
昭
『
単

（
109
）

（
110
）
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一
民
族
社
会
の
神
話
を
超
え
て　

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
と
出
入
国
管
理
体
制
』
東
信
堂
、
一
九
八
六
年
よ
り
）。

（
2
）
金
太
基
『
戦
後
日
本
政
治
と
在
日
朝
鮮
人
問
題
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
七
年
）

（
3
）
鄭
祐
宗
「
朝
鮮
解
放
直
後
期
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
生
活
と
運
動

―
一
九
四
七
年
の
大
阪
地
方
を
事
例
と
し
て
」（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
八
年
）

（
4
）
大
沼
「
出
入
国
管
理
法
制
の
成
立
過
程

―
一
九
五
二
年
体
制
の
前
史
」
四
一
頁
。

（
5
）
同
右
、
四
三
―
四
六
頁
。
大
沼
に
よ
る
秦
重
徳
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
ポ
ツ
ダ
ム
勅
令
の
形
式
が
採
ら
れ
た
背
景
に
は
、
国
会
の
制
定
法
と
い
う
形
式
で
は
可
決
が
困
難
と
の
内
務
省

の
判
断
が
あ
っ
た
と
い
う
。
帝
国
憲
法
下
に
お
い
て
、
政
府
は
議
会
で
の
反
対
を
回
避
す
る
た
め
に
し
ば
し
ば
憲
法
第
八
条
の
緊
急
勅
令
に
よ
り
重
要
法
令
を
発
令
さ
せ
た
が
（
増
田
知
子
『
天
皇

制
と
国
家　

近
代
日
本
の
立
憲
君
主
制
』
青
木
書
店
、
一
九
九
九
年
、
第
一
章
参
照
）、
内
務
省
官
僚
は
帝
国
憲
法
の
最
期
の
段
階
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
天
皇
の
命
令
権
に
依
拠
し
た
の
で
あ
る
。

（
6
）「
中
国
僑
務
及
び
朝
鮮
人
団
体
と
の
交
渉
記
録
」、『
外
国
人
登
録
関
係
』（
山
梨
県
地
方
課
、
一
九
五
一
年
）、『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
三
九
号
、
二
〇
〇
九
年
所
収
。

（
7
）
＊
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
「
第
十
回
中
央
委
員
会
議
事
録
」、
朴
慶
植
編
『
在
日
朝
鮮
人
関
係
資
料
集
成
〈
戦
後
篇
〉』
一
巻
、
不
二
出
版
（
以
下
、『
集
成
』
と
略
記
す
る
）、
一
五
二
頁
。
以
下
、
朝

鮮
語
史
料
に
つ
い
て
は
＊
印
を
付
す
。

（
8
）
同
右
、
一
五
五
、一
五
六
頁
。

（
9
）「
外
国
人
登
録
令
解
説
」、『
外
国
人
登
録
例
規
通
牒
綴　

其
ノ
一　

自
昭
和
二
十
二
年
至
昭
和
二
十
四
年
』
京
都
府
総
務
部
渉
外
課
（
以
下
、『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』
と
略
記
す
る
）。
朝
鮮
に
対

す
る
日
本
の
主
権
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
長
澤
裕
子
「「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
と
朝
鮮
の
主
権
」『
現
代
韓
国
朝
鮮
研
究
』（
第
六
号
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
10
）
前
掲
「
中
国
僑
務
及
び
朝
鮮
人
団
体
と
の
交
渉
記
録
」

（
11
）
＊
「
外
国
人
登
録
問
題
に
関
し
て
中
総
外
務
部
発
表
」『
朝
聯
中
央
時
報
』
一
九
四
七
年
九
月
五
日
付
。
＊
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
中
央
総
本
部
「
第
十
一
回
中
央
委
員
会
議
事
録
」、一
九
頁
、『
集
成
』

一
巻
所
収
。

（
12
）
た
だ
し
、
四
七
年
三
月
一
三
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
第
一
分
科
会
で
石
崎
千
松
議
員
は
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。「
そ
こ
で
、
こ
の
監
視
人
と
言
い
ま
す
か
、
こ
れ
ら
の
人
を
増
す
、
鞭
撻
す

る
必
要
を
私
た
ち
は
感
ず
る
と
同
時
に
、
今
国
内
に
お
け
る
朝
鮮
人
は
日
本
の
法
律
で
取
締
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
一
九
四
〇
年
、
こ
の
戦
争
の
始
ま
り
ま
す
少
し
前

に
ア
メ
リ
カ
が
と
つ
た
日
本
人
に
対
す
る
や
り
方
と
い
う
も
の
は
私
は
参
考
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。
そ
れ
は
、
フ
イ
ン
ガ
ー
・
プ
リ
ン
ト
を
と
つ
た
。
そ
う
し
て
写
真
と
フ
イ
ン
ガ
ー
・
プ
リ
ン
ト

の
二
つ
を
つ
け
て
そ
れ
を
日
常
携
帯
さ
せ
た
。
そ
れ
が
な
か
つ
た
人
は
密
入
国
で
あ
る
、
大
概
日
本
か
ら
入
つ
て
き
た
ス
パ
イ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
つ
て
直
ち
に
つ
か
ま
え
る
制
度
を
設
け
た

が
、
日
本
も
こ
う
い
う
制
度
を
設
け
た
ら
朝
鮮
人
の
密
入
国
を
防
ぎ
、
あ
る
い
は
密
入
国
者
を
送
還
す
る
の
に
便
利
で
あ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
考
え
は
御
参
考
に
な

り
ま
し
よ
う
か
」。
こ
の
質
問
に
対
し
、
内
務
省
の
田
中
楢
一
は
大
阪
で
は
写
真
入
り
登
録
証
を
つ
く
っ
て
成
績
が
良
好
で
あ
る
と
返
答
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
の
「
フ
ィ

ン
ガ
ー
・
プ
リ
ン
ト
」
は
、
一
九
四
〇
年
の
ス
ミ
ス
法
（
外
国
人
登
録
法
）
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
米
国
の
ス
ミ
ス
法
に
よ
り
日
本
人
が
指
紋
押
捺
さ
せ
ら
れ
た
経
験
を
、
朝
鮮
人
識
別

法
へ
と
「
活
用
」
し
よ
う
と
す
る
発
言
が
日
本
人
議
員
か
ら
出
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
だ
ろ
う
。
米
国
に
日
本
が
さ
れ
た
こ
と
を
「
学
習
」
し
て
朝
鮮
に
対
し
て
行
使
す
る
、
と
い
う
の
は
近

代
日
本
の
歩
み
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
で
興
味
深
い
。
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（
14
）「
登
録
令
実
施
と
在
日
同
胞　

弾
圧
の
可
能
性
監
視　

す
み
や
か
な
特
権
付
与
を
喚
起
」『
朝
鮮
人
生
活
権
擁
護
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
』
一
九
四
七
年
七
月
一
四
日
付
。

（
15
）
＊
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
中
央
総
本
部
「
第
十
一
回
中
央
委
員
会
議
事
録
」
三
五
頁
（『
集
成
』
一
巻
）
に
よ
れ
ば
六
月
一
八
日
。

（
16
）「
〝
外
国
人
の
保
障
〞
が
前
提　

意
味
深
長
な
朝
連
と
の
協
力　

白
情
報
部
長
談
」『
朝
鮮
人
生
活
権
擁
護
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
』
一
九
四
七
年
七
月
一
四
日
付
。

（
17
）
内
務
省
調
査
局
「
外
国
人
登
録
事
務
取
扱
要
領
」（
一
九
四
七
年
六
月
二
一
日
）『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
18
）「
外
国
人
登
録
事
務
に
つ
い
て
の
回
答
（
新
潟
県
）」『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。
た
だ
、後
述
す
る
よ
う
に
、朝
鮮
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
術
を
日
本
側
は
持
っ
て
い
な
か
っ
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た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
「
朝
鮮
戸
籍
令
の
適
用
を
受
け
る
べ
き
も
の
」
と
は
、「
戸
籍
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
者
」
と
い
う
意
味
に
過
ぎ
な
い
。
朝
鮮
人
男
性
と
結
婚
し
た
日
本
人
女
性

の
外
国
人
登
録
に
つ
い
て
、
内
地
の
戸
籍
の
除
籍
を
要
す
る
と
念
を
押
し
て
い
る
の
は
そ
の
点
と
関
連
し
て
い
る
と
い
え
る
。

（
19
）
＊
キ
ム
・
ヨ
ン
ミ
『
動
員
と
抵
抗　

解
放
前
後
ソ
ウ
ル
の
住
民
社
会
史
』
プ
ル
ン
ヨ
ク
サ
、
二
〇
〇
九
年
、
第
五
章
参
照
。

（
20
）
＊
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
「
第
七
回
中
央
委
員
会
々
録
」（『
集
成
』
一
巻
）、
一
〇
九
頁
。

（
21
）「
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
在
日
朝
鮮
人
戸
籍
簿
作
成
」『
朝
鮮
日
報
東
京
』
一
九
四
七
年
一
月
三
一
日
付
。
具
体
的
に
は
、「
1
．
戸
主
・
前
戸
主
及
び
家
族
の
姓
名
、2
．
戸
主
及
び
戸
主
と
の
縁
関
係
人
、

3
．
戸
主
及
び
縁
関
係
人
の
出
生
年
月
日
、
4
．
戸
主
及
び
縁
関
係
人
の
実
父
母
の
姓
名
・
縁
関
係
、
5
．
戸
主
又
は
縁
関
係
人
と
な
っ
た
原
因
及
び
年
月
日
、
6
．
戸
主
又
は
縁
関
係
人
に
養
子

の
時
と
其
の
養
親
並
に
実
父
母
の
姓
名
並
に
実
父
母
と
の
関
係
、
7
．
其
の
他
戸
主
又
は
縁
関
係
人
の
身
分
に
関
す
る
事
項
」
を
整
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
22
）
＊
「
朝
連
下
関
支
部
」『
朝
鮮
新
報
』
一
九
四
七
年
二
月
二
〇
日
付
。

（
23
）「
戸
籍
部
新
設
」『
世
紀
新
聞
』
一
九
四
七
年
三
月
七
日
付
。

（
24
）「
戸
籍
申
告
は
至
急
に
」『
世
紀
新
聞
』
一
九
四
七
年
三
月
三
一
日
付
。

（
25
）「
復
員
世
話
部
設
置　

朝
連
県
本
部
が
斡
旋
の
手
」『
世
紀
新
聞
』
一
九
四
七
年
三
月
一
四
日
付
。
な
お
関
連
し
て
朝
鮮
人
軍
人
軍
属
の
「
恩
給
賜
金
等
に
関
し
て
は
朝
鮮
政
府
樹
立
後
に
国
際
間

の
協
定
に
基
い
て
行
わ
れ
る
が
、
福
岡
地
方
世
話
部
鮮
台
課
で
は
目
下
そ
の
書
類
整
理
中
で
完
成
を
急
い
で
い
る
」
と
の
記
事
も
あ
る
（「
遺
家
族
援
護
積
極
化
」『
世
紀
新
聞
』
一
九
四
七
年
三
月

一
四
日
付
）。

（
26
）「
建
青
中
総
で
戸
籍
調
査
」『
朝
鮮
日
報
東
京
』
一
九
四
七
年
五
月
一
三
日
付
。

（
27
）「
外
国
人
登
録
令
解
説
」『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。
内
務
省
は
こ
こ
で
「
本
令
の
制
定
は
行
政
目
的
に
出
た
も
の
で
あ
っ
て
我
が
戸
籍
法
の
前
身
が
明
治
草
創
の
頃
浮
浪
人
跋
扈
の
状
態
を
防
遏
す

る
手
段
と
し
て
身
分
登
録
す
る
手
段
と
し
て
身
分
登
録
を
実
施
し
た
と
い
う
事
例
と
軌
を
同
じ
く
す
る
が
本
令
は
徒
に
取
締
に
便
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
く
正
当
な
る
入
国
に
よ
る
外
国
人
の
国

内
に
お
け
る
正
当
な
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に
遺
漏
な
き
を
期
せ
ん
と
す
る
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

（
28
）
＊
「
幽
霊
清
算
等
を
決
議　

第
二
回
近
畿
地
方
協
議
会
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
七
年
七
月
一
五
日
付
。

（
29
）
第
二
項
の
登
録
証
明
書
及
び
旅
券
・
国
籍
証
明
書
等
の
呈
示
義
務
規
定
に
つ
い
て
は
史
料
毎
に
若
干
記
述
が
異
な
る
。
九
月
五
日
付
『
朝
連
中
央
時
報
』
に
は
濫
用
禁
止
要
求
が
掲
げ
て
あ
る
が
、

四
七
年
九
月
五
、六
日
の
第
十
一
回
中
央
委
員
会
議
事
録
で
は
、
第
二
項
は
「
人
権
蹂
躙
と
濫
用
が
憂
慮
さ
れ
る
第
十
条
提
示
要
求
権
成
文
化
削
除
」
と
な
っ
て
い
る 

。
濫
用
禁
止
と
濫
用
規
定
削

除
で
は
相
当
に
差
異
が
あ
る
が
、
六
月
一
九
日
の
白
武
情
報
部
長
の
発
表
に
も
条
文
削
除
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
当
初
は
濫
用
禁
止
要
求
だ
っ
た
も
の
が
、
後
に
呈
示
義
務
規
定
の
削
除
へ
と

発
展
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
十
一
回
中
央
委
員
会
議
事
録
の
記
録
は
、
後
の
条
文
訂
正
要
求
を
、
誤
っ
て
交
渉
開
始
時
ま
で
遡
っ
て
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
30
）「
第
二
回
中
央
議
事
会
」『
民
団
新
聞
』
一
九
四
七
年
六
月
三
〇
日
付
。

（
31
）「
第
三
回
中
央
委
員
会
開
催
」『
民
団
新
聞
』
一
九
四
七
年
六
月
三
〇
日
付
。

（
32
）「
正
し
き
外
国
人
登
録
を
要
請
す　

外
国
人
登
録
令
に
対
す
る
見
解
」『
民
団
新
聞
』
一
九
四
七
年
六
月
三
〇
日
付
。
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（
34
）
＊
「
外
国
人
登
録
令
に
建
青
側
不
満
表
明
」『
朝
鮮
新
報
』
一
九
四
七
年
六
月
三
〇
日
付
。

（
35
）「
外
国
人
登
録
令
の
施
行
に
伴
う
華
僑
及
び
朝
鮮
人
の
団
体
の
そ
の
後
の
動
向
と
我
が
方
の
態
度
に
つ
い
て
」（
内
務
省
調
査
局
第
四
課
長
発
、
山
梨
県
総
務
部
長
宛
、
一
九
四
七
年
7
月
7
日
付
）

（
36
）
同
右
。

（
37
）
前
掲
「
中
国
僑
務
及
び
朝
鮮
人
団
体
と
の
交
渉
記
録
」
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（
38
）
前
掲
「
外
国
人
登
録
事
務
取
扱
要
領
」『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
39
）
な
お
、
こ
こ
で
用
い
た
「
要
領
」
は
京
都
府
総
務
部
渉
外
課
が
六
月
三
〇
日
付
で
各
市
長
、
地
方
事
務
所
長
に
送
付
し
た
も
の
だ
が
、
内
務
省
調
査
局
長
よ
り
静
岡
県
知
事
宛
に
送
ら
れ
、
さ
ら
に

そ
れ
を
駿
東
地
方
事
務
所
長
が
高
根
村
長
等
宛
に
四
七
年
七
月
二
日
付
で
送
付
し
た
「
外
国
人
登
録
事
務
取
扱
要
領
」
に
は
「
な
る
べ
く
事
前
の
中
に
調
査
等
を
周
蜜
に
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

実
体
的
真
実
を
補
足
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
事
前
の
戸
口
調
査
」
が
「
事
前
の
中
に
調
査
」
に
代
わ
っ
て
い
る
（
駿
地
総
第
四
〇
二
号
「
外
国
人
登
録
事
務
取
扱
要
領

に
つ
い
て
」
駿
東
地
方
事
務
所
長
発
、
高
根
村
長
、
須
走
村
長
宛
、
一
九
四
七
年
七
月
二
日
、『
昭
和
二
十
二
年
度
以
降　

渉
外
関
係
書
類
』
高
根
村
須
走
村
組
合
役
場
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
歴

史
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
）。
日
付
は
若
干
京
都
が
新
し
く
、
内
務
省
が
こ
の
部
分
を
修
正
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
40
）
＊
「
下
関
市
で
は
七
月
二
日
発
給
」『
朝
鮮
新
報
』
一
九
四
七
年
五
月
二
九
日
付
。

（
41
）
福
本
拓
「
ア
メ
リ
カ
占
領
下
に
お
け
る
朝
鮮
人
『
不
法
入
国
者
』
の
認
定
と
植
民
地
主
義
」、
蘭
信
三
編
著
『
日
本
帝
国
を
め
ぐ
る
人
口
移
動
の
国
際
社
会
学
』（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
八
頁
）
参
照
。

（
42
）「
外
国
人
登
録
令
実
施
に
つ
き
朝
鮮
人
各
団
体
総
合
意
見
提
出
」『
朝
聯
神
奈
川
』
一
九
四
七
年
七
月
〔
日
付
不
明
〕。

（
43
）
＊
「
朝
鮮
人
団
体
懇
談
会　

登
録
証
問
題
に
関
し
て
」『
朝
鮮
新
報
』
一
九
四
七
年
六
月
一
六
日
付

（
44
）「
外
国
人
登
録
令
実
施
に
つ
き
朝
鮮
人
各
団
体
総
合
意
見
提
出
」『
朝
聯
神
奈
川
』
一
九
四
七
年
七
月
〔
日
付
不
明
〕。

（
45
）
＊
「
外
国
人
登
録
問
題
討
議
!!
朝
連
愛
知
県
下
各
支
部
総
務
部
長
会
議
」『
朝
鮮
新
報
』
一
九
四
七
年
七
月
四
日
付
。

（
46
）
鄭
祐
宗
は
、
大
阪
府
が
四
七
年
七
月
二
一
日
に
「
不
法
入
国
者
も
登
録
義
務
（
所
謂
無
籍
者
と
し
て
取
り
扱
い
）」
と
い
う
登
録
実
施
要
項
を
指
令
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
「
解
釈
は
、
内
務

省
も
明
示
的
に
は
と
っ
て
い
な
い
混
乱
し
た
解
釈
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
「
朝
鮮
解
放
直
後
期
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
生
活
と
運
動
」
七
七
頁
）。
し
か
し
本
文
中
で
見
た
よ
う
に
、

内
務
省
は
「
密
航
者
」
に
つ
い
て
は
登
録
義
務
が
あ
る
と
指
示
し
て
お
り
、
大
阪
府
は
こ
の
既
定
方
針
に
従
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
鄭
は
こ
れ
を
も
っ
て
大
阪
府
が
「『
申
請
義
務
違
反
者
』
を

『
不
法
入
国
者
』
と
見
做
す
と
い
う
立
場
」
で
あ
り
「
未
登
録
者
に
対
し
て
は
、今
後
、『
申
請
義
務
違
反
』（
第
四
条
）
で
は
な
く
、『
不
法
入
国
』（
第
三
条
）
と
し
て
処
罰
す
る
と
い
う
立
場
」
だ
っ

た
と
解
釈
し
て
い
る
が
（
同
右
）、
少
な
く
と
も
内
務
省
・
大
阪
府
の
方
針
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
朝
鮮
人
は
登
録
対
象
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
申
請
し
た
者
の
う
ち
「
不
法
入
国
」
の
疑

い
が
あ
る
場
合
は
警
察
に
通
報
す
る
こ
と
の
二
点
だ
け
で
あ
る
。
申
請
義
務
違
反
者
を
即
時
「
不
法
入
国
」
と
し
て
処
罰
す
る
立
場
で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と

も
四
七
年
の
外
登
令
実
施
の
時
点
で
は
こ
う
し
た
解
釈
に
は
立
っ
て
い
な
い
。

（
47
）
＊
「
登
録
令
対
策
委
員　

東
京
都
に
要
求
提
出
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
七
年
七
月
一
〇
日
付
。

（
48
）
＊
「
外
国
人
待
遇
実
施
ま
で
登
録
証
問
題
は
保
留
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
七
年
七
月
二
〇
日
付
。

（
49
）
前
掲
「
第
十
一
回
中
央
委
員
会
議
事
録
」、
二
〇
頁
。

（
50
）
大
沼
保
昭
編
「
資
料
と
解
説　

出
入
国
管
理
法
制
の
制
定
過
程
」（
以
下
、「
大
沼
・
入
管
資
料
」
と
略
記
す
る
）
8
、『
法
律
時
報
』
五
〇
巻
一
一
号
、
一
九
七
八
年
一
一
月
、
八
九
頁
。
た
だ
し
、

資
料
集
に
は
書
簡
へ
の
総
司
令
部
側
か
ら
の
返
信
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
こ
の
書
簡
そ
の
も
の
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
51
）
＊
「
外
国
人
登
録
証
実
施
に
対
処
す
る
わ
れ
ら
の
方
途
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
七
年
七
月
一
〇
日
付
。

（
52
）
＊
「
登
録
令
実
施
に
際
し
警
察
の
不
法
審
問
を
警
戒
せ
よ
」『
解
放
新
聞
』
一
九
四
七
年
七
月
一
〇
日
付

（
53
）
無
電
「
外
国
人
登
録
令
に
つ
い
て
」（
京
都
府
渉
外
課
発
、
内
務
省
調
査
局
第
四
課
宛
、
一
九
四
七
年
七
月
二
日
）『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
54
）
＊
「
条
文
訂
正
は
内
務
省
で　

三
宅
事
務
官
に
外
国
人
代
表
再
三
要
請
」『
朝
鮮
新
報
』
一
九
四
七
年
七
月
一
二
日
付
。

（
55
）『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
56
）L

S,B
ox n

o.1503,F
older n

o.4

、「
申
請
期
限
延
期
後
に
お
け
る
外
国
人
登
録
の
処
理
方
法
」（
福
島
県
教
育
厚
生
課
長
発
、
市
町
村
長
宛
、
一
九
四
七
年
八
月
一
四
日
付
）
の
添
付
資
料
。

（
57
）「
声
明
書
／
外
国
人
登
録
制
に
就
て
」『
民
団
新
聞
』
一
九
四
七
年
八
月
一
六
日
付
。
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（
58
）
但
し
、
同
声
明
書
に
よ
れ
ば
占
領
当
局
と
の
「
合
意
」
に
至
っ
た
の
は
七
月
七
日
で
あ
る
。

（
59
）
前
掲
「
申
請
期
限
延
期
後
に
お
け
る
外
国
人
登
録
の
処
理
方
法
」（
福
島
県
教
育
厚
生
課
長
発
、
市
町
村
長
宛
、
一
九
四
七
年
八
月
一
四
日
付
）
の
添
付
資
料
。

（
60
）「
大
沼
・
入
管
資
料
」
八
、九
七
、九
八
頁
。

（
61
）（
警
察
無
電
）
内
務
省
第
一
二
七
号
、
内
務
次
官
発
、
各
府
県
知
事
宛
一
九
四
七
年
七
月
二
八
日
『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
62
）『
世
紀
新
聞
』
は
登
録
不
振
の
背
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。「
福
岡
県
調
査
課
の
統
計
に
よ
る
と
登
録
者
は
、
朝
鮮
人
は
県
下
三
万
名
の
う
ち
千
五
百
名
足
ら
ず
で
中
国
人
の
八
割
に
く

ら
べ
遅
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
手
続
の
不
徹
底
に
よ
る
が
貼
付
用
の
写
真
に
手
間
ど
る
の
が
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
県
調
査
課
で
は
こ
の
打
開
策
と
し
て
写
真
フ
ィ
ル
ム
を
中
央
と
交
渉
し

早
急
に
各
市
町
村
に
配
給
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
が
来
れ
ば
値
段
も
安
く
で
き
る
の
で
促
進
が
期
待
さ
れ
て
い
る
」（「
外
国
人
登
録　

福
岡
は
不
振
」『
世
紀
新
聞
』
一
九
四
七
年
八
月
三

日
付
）。

（
63
）
前
掲
「
第
十
一
回
中
央
委
員
会
議
事
録
」
二
〇
頁
。

（
64
）L

S, B
ox n

o.1503, F
older n

o.4, F
rom

: K
an

g H
isu

, T
o: C

atp N
ovotn

y, S
u

bj: O
n

 F
oreign

 N
ation

al R
egistration

 L
aw

.

（
65
）
＊
「
外
国
人
登
録
問
題　

日
警
の
介
在
絶
対
反
対　

朝
連
中
総
外
務
部
長
談
」『
朝
鮮
新
報
』
一
九
四
七
年
八
月
一
五
日
付
。

（
66
）「
朴
烈
団
長
西
尾
官
房
長
官
と
会
見
」『
民
団
新
聞
』
一
九
四
七
年
八
月
二
三
日
付
。

（
67
）L

S, B
ox n

o.1503, F
older n

o.4, R
ecen

t m
ovem

en
t of foreign

 com
m

u
n

ities re registration
 of alien

s, 14  A
u

g. 1947.

（
68
）「
外
国
人
登
録
問
題
解
決　

マ
元
帥
に
感
謝
文
」『
民
団
新
聞
』
一
九
四
七
年
九
月
一
三
日
付
。

（
69
）「
相
互
に
諒
解
を
得
て
「
登
録
令
」
に
明
る
い
き
ざ
し
」『
民
団
新
聞
』
一
九
四
七
年
八
月
三
〇
日
付
。

（
70
）「
声
明
書
」『
民
団
新
聞
』
一
九
四
七
年
八
月
三
〇
日
付
。

（
71
）L

S, B
ox n

o.1503, F
older n

o.4, R
ecen

t m
ovem

en
t of foreign

 com
m

u
n

ities re registration
 of alien

s, 14  A
u

g. 1947.

（
72
）
内
務
省
無
電
第
七
七
九
号
「
外
国
人
登
録
の
実
施
徹
底
に
つ
い
て
」（
一
九
四
七
年
八
月
一
七
日
）『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
73
）「
外
国
人
登
録
令　

条
文
の
不
当
項
目
改
正
成
る
」『
民
団
新
聞
』
一
九
四
七
年
九
月
二
〇
日
付
。

（
74
）
前
掲
「
第
十
一
回
中
央
委
員
会
議
事
録
」、
二
〇
頁
。

（
75
）
同
上
。
原
文
はB

ox n
o.2189,F

older 19,F
rom

 W
.J.S

ebald to Y
u

n
 K

eu
n

,A
u

g 19, 1947.

（
76
）
前
掲
「
第
十
一
回
中
央
委
員
会
議
事
録
」、
三
五
頁
。

（
77
）「
外
国
人
登
録
に
対
す
る
外
国
人
団
体
の
協
力
方
に
つ
い
て
」(

内
務
省
調
査
局
第
四
課
長
発
、
各
都
道
府
県
主
管
部
長
宛
、
一
九
四
七
年
八
月
二
五
日) 

、
前
掲
『
昭
和
二
十
二
年
度
以
降　

渉
外

関
係
書
類
』。

（
78
）
第
十
一
回
中
央
委
員
会
。
類
似
の
仮
訳
が
前
掲
『
昭
和
二
十
二
年
度
以
降　

渉
外
関
係
書
類
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
＊
「
外
国
人
登
録
証
、
こ
れ
以
上
の
延
期
は
不
可
能
」『
朝
鮮
新
報
』

一
九
四
七
年
八
月
二
七
日
付

（
79
）『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
80
）「
外
国
人
登
録
に
対
す
る
外
国
人
団
体
の
協
力
方
に
つ
い
て
」(

内
務
省
調
査
局
第
四
課
長
発
、
各
都
道
府
県
主
管
部
長
宛
、
一
九
四
七
年
八
月
二
五
日)

、
前
掲
『
昭
和
二
十
二
年
度
以
降　

渉
外

関
係
書
類
』。

（
81
）
前
掲
「
第
十
一
回
中
央
委
員
会
議
事
録
」、
二
一
頁
。

（
82
）
内
務
省
無
電
第
九
四
号
「
外
国
人
登
録
令
の
施
行
に
伴
う
朝
鮮
人
の
国
籍
問
題
に
就
て
」（
内
務
省
調
査
局
長
発
、
各
府
県
知
事
宛
、
一
九
四
七
年
八
月
二
七
日
）『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。
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（
83
）
前
掲
「
第
十
一
回
中
央
委
員
会
議
事
録
」、
二
四
、二
五
頁
。
内
務
省
無
電
第
九
一
号
「
外
国
人
登
録
令
に
つ
い
て
」（
内
務
省
調
査
局
長
発
、
各
府
県
知
事
宛
、
一
九
四
七
年
八
月
二
七
日
）『
登
録

例
規
通
牒
綴
①
』。

（
84
）「
外
国
人
登
録
申
請
期
間
に
つ
い
て
」（
京
都
府
総
務
部
長
発
、
各
市
長
、
各
地
方
事
務
所
長
、
朝
鮮
人
各
種
団
体
長
宛
）『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
85
）「
朝
鮮
人
二
十
万
名　

登
録
九
月
三
日
現
在
」『
民
団
新
聞
』
一
九
四
七
年
九
月
二
〇
日
付
。

（
86
）
京
都
府
総
務
部
長
「
外
国
人
登
録
申
請
期
間
に
つ
い
て
」（
一
九
四
七
年
八
月
三
〇
日
）『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
87
）「
外
国
人
登
録
未
了
者　

今
な
お
五
千
名
」『
朝
連
大
阪
時
報
』
一
九
四
七
年
一
二
月
五
日
付
。

（
88
）
前
掲
鄭
祐
宗
「
朝
鮮
解
放
直
後
期
に
お
け
る
在
日
朝
鮮
人
の
生
活
と
運
動
」、
八
一
頁
。

（
89
）「
時
事
解
説　

外
国
人
登
録
法
〔
マ
マ
〕
は
正
し
く
運
営
さ
れ
て
い
る
か
」『
朝
聯
神
奈
川
』
一
九
四
七
年
一
二
月
二
〇
日
付
。

（
90
）
調
査
局
第
四
発
「
外
国
人
登
録
カ
ー
ド
の
整
備
に
つ
い
て
」（
内
務
省
調
査
局
第
四
課
長
発
、
各
都
道
府
県
総
務
部
長
、
教
育
民
生
部
長
、
渉
外
部
長
宛
、
一
九
四
七
年
九
月
一
五
日
付
）『
登
録
例

規
通
牒
綴
①
』。

（
91
）
内
務
省
調
査
局
四
発
第
二
三
八
九
号
「
外
国
人
登
録
カ
ー
ド
整
備
要
領
」（
一
九
四
七
年
一
二
月
一
一
日
）『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
92
）L

S, B
ox n

o.1503,F
older n

o.4, F
rom

: C
h

ief of th
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th S
ection

, In
vestigation
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u
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C
ertificate C

on
cern

in
g to th

e regu
lation

 of th
e ordin

an
ce relatin

g to registration
 of alien

s, D
ec 1947.

（
93
）
登
録
証
明
書
の
英
訳
語
はregistration

 certificate

で
あ
る
。

（
94
）
内
務
省
調
査
局
第
四
課
長
発
、
京
都
府
総
務
部
長
宛
『
外
国
人
登
録
例
規
通
牒
綴　

其
ノ
一　

自
昭
和
二
十
二
年
至
昭
和
二
十
四
年
』
京
都
府
総
務
部
渉
外
課
。
こ
こ
で
内
務
省
は
「
朝
鮮
の
沿
岸

の
警
備
と
不
法
入
国
者
の
警
戒
に
つ
い
て
最
近
朝
鮮
か
ら
の
不
法
入
国
者
の
語
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
朝
鮮
沿
岸
の
警
備
は
従
来
現
地
米
軍
側
で
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
朝
鮮
人
警
備
隊

と
更
代
し
た
た
め
、
日
本
へ
の
不
法
入
国
が
一
段
と
容
易
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。」
と
分
析
し
て
い
る
。

（
95
）「
外
国
人
登
録
未
了
者　

今
な
お
五
千
名
」『
朝
連
大
阪
時
報
』
一
九
四
七
年
一
二
月
五
日
付
。

（
96
）
前
掲
「
外
国
人
登
録
事
務
要
領
」、『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
97
）「
本
証
明
書
と
仮
証
明
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
内
務
省
調
査
局
長
第
四
課
長
発
、
各
都
道
府
県
主
管
部
長
宛
、
一
九
四
七
年
一
〇
月
二
四
日
）、『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
98
）
内
務
省
調
査
局
四
発
第
二
一
九
〇
号
「
外
国
人
登
録
事
務
取
扱
要
領
に
つ
い
て
」（
内
務
省
調
査
局
長
発
、
各
都
道
府
県
知
事
宛
、
一
九
四
七
年
一
二
月
一
一
日
）、『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
99
）
情
報
七
号
（
内
務
省
調
査
局
第
四
課
長
発
、
京
都
府
総
務
部
長
宛
、
一
九
四
七
年
一
一
月
一
七
日
）、『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
100
）「
財
団
法
人
芙
蓉
会　

民
族
を
超
越
し
た
日
本
婦
人
の
つ
ど
い
」『
朝
華
新
聞
』
一
九
四
七
年
三
月
一
二
日
付
。「
鶏
林
芙
蓉
会　

日
本
女
性
だ
け
の
団
体
」『
朝
鮮
国
際
新
聞
』
一
九
四
六
年
七
月

一
三
日
付
。

（
101
）「
在
日
朝
鮮
人
紳
士
録
刊
行
！
」『
朝
華
新
聞
』
一
九
四
七
年
三
月
一
二
日
付
。

（
102
）
小
林
聡
明
『
在
日
朝
鮮
人
の
メ
デ
ィ
ア
空
間　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
期
に
お
け
る
新
聞
発
行
と
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
風
響
社
、
二
〇
〇
七
年
、
四
二
―
五
三
頁
。

（
103
）『
民
団
新
聞
』
一
九
四
七
年
二
月
二
八
日
付
、
一
九
四
七
年
八
月
二
三
日
付
。

（
104
）
前
掲
小
林
『
在
日
朝
鮮
人
の
メ
デ
ィ
ア
空
間
』、
四
五
頁
。

（
105
）「
来
年
一
月
か
ら
実
施　

財
政
専
門
委
員
会
で
要
綱
決
ま
る
」『
朝
連
中
央
時
報
』
一
九
四
七
年
一
一
月
一
四
日
付
。

（
106
）
金
達
寿
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。「
そ
う
い
う
経
済
的
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
古
い
印
刷
機
械
を
買
っ
て
、
横
須
賀
に
印
刷
工
場
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、『
民
主
朝
鮮
』
ば
か
り
で
な

く
他
か
ら
も
注
文
を
取
っ
て
運
営
し
、
経
済
的
に
立
て
直
し
を
は
か
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
そ
う
い
う
ふ
う
に
は
な
ら
ず
、
印
刷
工
場
の
た
め
に
人
員
も
増
や
し
た
り
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し
た
の
で
、
ま
す
ま
す
経
営
状
態
は
悪
く
な
っ
て
い
く
。
こ
の
印
刷
工
場
の
こ
と
は
「
華
燭
」
と
い
う
作
品
に
書
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
朝
連
で
在
日
朝
鮮
人
の
戸
籍
簿
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
動
き

が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
印
刷
を
一
手
に
引
き
受
け
て
と
、
そ
ん
な
こ
と
に
も
希
望
を
つ
な
い
だ
け
ど
、
そ
れ
も
い
つ
の
間
に
か
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」（
金
達
寿
「
雑
誌
『
民
主
朝
鮮
』
の

こ
ろ
」『
季
刊
三
千
里
』
四
八
号
、
一
九
八
六
年
一
一
月
。
一
〇
一
頁
）。

（
107
）
調
発
九
七
号
「
外
国
人
登
録
令
に
よ
る
登
録
完
了
者
に
つ
い
て
」（
静
岡
県
〔
二
字
不
明
〕
調
査
部
長
発
、
各
地
方
事
務
所
長
・
市
長
宛
、
一
九
四
七
年
八
月
二
七
日
）
前
掲
『
昭
和
二
十
二
年
度

以
降　

渉
外
関
係
書
類
』。

（
108
）
無
電
第
四
九
八
号
「
外
国
人
登
録
簿
等
の
閲
覧
に
つ
い
て
」（
法
務
庁
民
事
局
長
発
、
京
都
府
知
事
宛
、
一
九
四
八
年
五
月
九
日
）『
登
録
例
規
通
牒
綴
①
』。

（
109
）「
主
張　

外
国
人
登
録
令
実
施
に
さ
い
し
て
」『
朝
聯
神
奈
川
』
一
九
四
七
年
九
月
一
一
日
付
。

（
110
）「
外
国
人
登
録
令　

条
文
の
不
当
項
目
改
正
成
る
」『
民
団
新
聞
』
一
九
四
七
年
九
月
二
〇
日
付
。




